
【議案第52号】

令和3年度　一般会計予算

教育委員会事務局　主要事業説明資料
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○研修旅費

要保護児童対策調整機関調整担当者研修、児童虐待防止対応強化研修ほか

○事務経費

事務用品、児童虐待防止月間キャンペーン用品

○役務費

携帯電話利用料（家庭相談員（3人）緊急対応用）

○使用料

有料道路通行料（職員研修参加）

○負担金

京都府家庭相談員連絡協議会負担金

10千円

事
　
業
　
概
　
要

118千円

30千円

96千円

18千円

目
的
・
趣
旨

   要保護児童対策地域協議会構成機関等と連携の下、児童虐待の未
然防止に努めるとともに、虐待児童等を早期に発見し、適切な支援
と保護を行う。
　また、支援の必要な児童や家庭（育児不安・養育力低下・不登
校・ひきこもり等）について、相談支援業務を行い、 児童の適正な
養育と児童福祉の向上を図る。

主
な
財
源

272
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進

事
業

02 家庭こども相談室事業
国庫支出金 府支出金

目 01 児童福祉総務費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

272千円 294千円 △ 22千円 289千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○子ども未来まちづくり審議会

・委員報酬

4千円 × 10人 × 5回

・費用弁償

事
　
業
　
概
　
要

231千円

200千円

31千円

目
的
・
趣
旨

　子育て支援に関する調査、研究及び「第2期京丹後市子ども・子
育て支援事業計画」の進捗管理、評価を行うほか、子育て支援拠点
の在り方についても重点的に検討する。

主
な
財
源

231
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進

事
業

03 子ども未来まちづくり審議会事業
国庫支出金 府支出金

目 01 児童福祉総務費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

231千円 143千円 88千円 147千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額

- 3 -



○報酬及び費用弁償【市民課：市いじめ問題調査委員会】 ○使用料

・報酬 14千円×2人×1回 ・有料道路通行料

4千円×2人×1回 ・駐車場使用料

・費用弁償

○公課費（自動車重量税）

○普通旅費（主管課長・担当者会議ほか（京都））

○需用費

・燃料費（公用車燃料代）

・修繕料（車検代・点検・オイル交換等）

○役務費

 ・手数料（車検手数料・ETCカード手数料等）

・保険料（自動車損害保険料・火災保険料）

 

7千円

45千円

89千円

375千円

259千円

134千円

31千円

事
　
業
　
概
　
要

67千円 46千円

28千円 39千円

10千円

60千円

634千円

8千円

目
的
・
趣
旨

　児童福祉業務を円滑に遂行するための事務経費。また、いじめ防
止対策推進法の施行に伴い、市長の諮問に応じて必要な調査を行
う、「京丹後市いじめ問題調査委員会」を設置する。

主
な
財
源

951
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進

事
業

50 児童福祉総務一般経費
国庫支出金 府支出金

目 01 児童福祉総務費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

951千円 977千円 △ 26千円 2,990千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○ファミリー・サポート・センター補償保険料  

○普通旅費（担当者会議）  

○使用料（有料道路通行料）  

会員数（令和3年1月現在）

おねがい会員 人

まかせて会員 人

両方会員 人

事
　
業
　
概
　
要

62千円

1

　育児の援助を受けたい方（おねがい会員）と育児の援助を行いたい方（まか
せて会員）からなる会員組織。令和3年度からは、産前・産後訪問支援員の研修
を受けた会員による育児及び簡単な家事支援も実施できるよう、事業内容を拡
充する。
　市内に居住する概ね生後2か月から小学校3年生までを対象とするが、産前・
産後訪問支援については、妊娠中から子どもが1歳になるまでの家庭を対象とす
る。

2千円

9千円

37

16

目
的
・
趣
旨

　会員間で援助活動を行うことにより、仕事と育児の両立、安心し
て子育てができる環境づくりを進める。

主
な
財
源

国補 子ども･子育て支援交付金 21

府補 子ども･子育て支援交付金 21

31
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 21 21

事
業

01 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業
国庫支出金 府支出金

目 02 子育て支援費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

73千円 64千円 9千円 56千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○クラブ運営経費

・クラブ運営業務委託料（10クラブ）

・光熱水費（大宮、口大野、弥栄）

○施設維持管理経費

・峰山放課後児童クラブ便器等改修

・網戸設置（7クラブ） ※丹後放課後児童クラブは、丹後地域公民館内へ移転実施

・委託料（消防用設備保守点検、浄化槽維持管理） ・開設日 月曜日～土曜日（休日、年末年始、盆時期は閉所）

・その他維持管理経費（火災保険料、修繕、備品購入等） ※峰山放課後児童クラブのみ、日曜日・祝日も開設

・開設時間 授業終了時～午後6時30分

○児童送迎、送迎車両管理経費 長期休業期及び土・日曜日等は、午前7時30分～午後6時30分

・送迎運転業務委託料（13台）

・燃料費、車両修繕、保険料等

　

　 　

18,023千円

13,477千円

4,546千円

340千円

201千円

511千円

1,309千円
大　宮

大宮 大宮北保育所内 弥　栄 弥栄 旧溝谷保育所

257千円 口大野 旧口大野保育所 久美浜 久美浜 旧海部小学校

いさなご いさなご小学校内 丹　後 丹後 丹後地域公民館内

2,074千円 長岡 長岡小学校内 網野北 網野北小学校内

事
　
業
　
概
　
要

204,649千円

実
施
ク
ラ
ブ

地　域 名　称 開設場所 地　域 名　称

202,575千円

峰　山

峰山 旧丹波小学校
網　野

網野南 網野南小学校内

開設場所

府補 子ども･子育て支援交付金 17,408

　

目
的
・
趣
旨

　保護者の就労や疾病その他の理由により、学校の放課後、長期休
業期及び土・日曜日等に適切な保育が受けられないと認められる家
庭の小学校の児童に対し、適切な遊びや生活の場を与えることによ
り、児童の健全な育成と子育て支援の推進を図る。

主
な
財
源

使用料 公有財産使用料 9,062

使用料 放課後児童健全育成事業利用料 21,748

国補 子ども･子育て支援交付金 17,408

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 16,000

16,000 30,810 142,355
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 17,408 17,408

事
業

02 放課後児童健全育成事業
国庫支出金 府支出金

目 02 子育て支援費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

223,981千円 317,477千円 △ 93,496千円 177,977千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費（指導員：18人）

○研修旅費、消耗品費、燃料費、電気代等

・峰山地域子育て支援センター（峰山こども園併設）

○新型コロナウイルス感染症対策経費 ・大宮北地域子育て支援センター（大宮北保育所併設）

・手指消毒液、ペーパータオル、空気清浄機フィルター等 ・大宮南地域子育て支援センター（大宮こども園併設）

・空気清浄機（弥栄） ・網野地域子育て支援センター（旧浅茂川保育所）

・空気清浄機能付エアコン（網野） ・丹後地域子育て支援センター（丹後こども園併設）

・弥栄地域子育て支援センター（弥栄こども園併設）

○外灯撤去経費（網野） ・かぶと山地域子育て支援センター（かぶと山こども園併設）

・こうりゅう地域子育て支援センター（こうりゅう虹保育園併設）

○こうりゅう地域子育て支援センター運営委託費

51千円

2,883千円

事
　
業
　
概
　
要

17,394千円
　親子が集まる場所（ひろば）を開設し、親子が気軽に集い、相互に交流を図
るとともに、育児不安などの相談、指導により、家庭で子育てをしている保護
者の育児支援を行う。

1,990千円

853千円

目
的
・
趣
旨

　地域の子育て支援の拠点として、市内8か所に子育て支援セン
ターを設置し、育児相談や子育て情報の提供などを行い、在宅で子
育てをしている保護者とその子どもたちを支援する。

主
な
財
源

国補 子ども･子育て支援交付金 949

府補 子ども･子育て支援交付金 949

諸収入 網野地域子育て支援ｾﾝﾀｰ光熱水費等負担金 78

78 21,195
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 949 949

事
業

03 子育て支援ｾﾝﾀｰ事業
国庫支出金 府支出金

目 02 子育て支援費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

23,171千円 20,449千円 2,722千円 15,100千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○子育て短期支援事業委託料 ○病後児保育事業委託料

委託施設等：峰山乳児院・てらす峰夢（社会福祉法人みねやま福祉会） 委託施設等：ゆうかり子ども園（社会福祉法人みねやま福祉会）

対象児童：小学4年生まで 対象児童：小学6年生まで

・基本分（事業の実施分）

世帯区分による利用見込延べ人数及び委託料 ・加算分（低所得者減免分加算）

・2歳未満児 生活保護世帯

市民税非課税世帯（母子・父子世帯） ○認可外保育施設等給付費

市民税非課税世帯

課税世帯（母子・父子世帯）

その他の世帯

・2歳以上児 生活保護世帯 ○日用品費等援助費

市民税非課税世帯（母子・父子世帯）

市民税非課税世帯

課税世帯（母子・父子世帯） 給付費の限度額：1人当たり月額2,500円

その他の世帯 対象児童見込数：6人

8人 （4,500円）

60人 （2,750円）

2人 （5,500円） 45千円

23人

4人 （9,600円）

（5,500円） 　低所得で生計が困難である教育・保育給付認定保護者に係る教育・保育
給付認定子どもに対する日用品費等に要する費用の補足給付費5人 （4,500円）

25人 （5,350円）

8人 （10,700円） 4,560千円

4人 （9,600円） 　幼児教育・保育の無償化に伴う施設等利用給付認定を受けた方に給付す
る施設等利用費

1人当たりの日額 30千円

4人 （10,700円）
事
　
業
　
概
　
要

700千円 2,994千円

2,964千円

子育てのための施設等利用給付交付金 1,140

目
的
・
趣
旨

　保護者が疾病等の理由により養育することが一時的に困難になっ
た場合に、当該児童を峰山乳児院等に入所させ必要な保護を行うと
ともに、病気やけがの回復期にあり集団保育や登校が困難な児童を
保育施設等で一時的に看護し、保護者の子育てと就労を支援する。
　また、認可外保育施設等を利用し、施設等利用給付認定を受けた
方に対して施設等利用費を給付するほか、低所得世帯等を対象に、
日用品・文房具等の購入に要する費用等の実費徴収額について費用
の一部を助成する。

主
な
財
源

国補 子ども･子育て支援交付金 1,240

国補 子育てのための施設等利用給付交付金 2,280

府補 子ども･子育て支援交付金 1,240

府補

2,399
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 3,520 2,380

事
業

04 保育支援事業
国庫支出金 府支出金

目 02 子育て支援費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

8,299千円 9,714千円 △ 1,415千円 2,838千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○子育て環境支援設備整備事業補助金 ○丹後庁舎多目的トイレ改修

（授乳用設備、おむつ替え設備等の整備に対する補助） 　（おむつ交換台設置）

【子育て環境支援設備整備事業補助金　制度概要】

・補助対象経費 ①授乳用設備（授乳用机・椅子等）の整備経費

②おむつ替え設備（おむつ交換台等）の整備経費

③トイレ内ベビーキーパー設備の整備経費

④ベビースペース用設備（キッズブロック等）の整備経費

・補助金額 補助対象経費の10/10以内の額

（上限1施設200千円）

事
　
業
　
概
　
要

2,000千円 200千円

・補助対象者 市内に子育て世帯が利用することが想定される事業所又は
店舗を有する者

目
的
・
趣
旨

　子育て環境の充実を目的として、気軽に授乳、おむつ替え等がで
きる施設の整備に係る経費を助成する補助金制度を創設する。ま
た、市有施設の多目的トイレの改修（おむつ交換台設置）を行う。

主
な
財
源

2,200
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進

事
業

05 子育て環境整備事業
国庫支出金 府支出金

目 02 子育て支援費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

2,200千円 0千円 2,200千円 0千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○健康管理実施経費 ○保育業務支援システム運用経費

医師報酬、費用弁償（嘱託医師）、児童検診委託料、大腸菌等検査手数料、 ・保護者用ICカード

新型コロナウイルス感染症対策物品 等 ・保育業務支援システム使用料

○会計年度任用職員任用経費 ・情報通信機器等保守委託料

（保育士・保育教諭、調理員、作業員） ○その他経費

○職員研修実施経費 共通物品（図書、コピー用紙等の事務消耗品）、印刷製本費（料金収納用）

報償費（研修講師謝金）、負担金 等 日本スポーツ振興センター負担金、保育協会負担金 等

○給食調理業務委託

調理業務委託料（島津保育所、たちばな保育所、宇川保育所）

○保育所送迎車両関連経費

業務委託経費、修理費、自動車重量税 等

○入所児童の保育に要する経費

保育材料費、賄材料費

○保育所の運営に要する経費

燃料費、光熱水費、通信運搬費、ピアノ調律 等

18,265千円

事
　
業
　
概
　
要

4,783千円 986千円

9千円

858千円

119,493千円

14,276千円

20,476千円

9,270千円

119千円

3,537千円

400千円

府補 第3子以降保育料無償化事業費補助金 2,050

諸収入 広域入所児童受託保育料、職員給食費、ICｶｰﾄﾞ販売代金 4,430

目
的
・
趣
旨

　保育所運営が円滑に行えるよう、児童の健康管理や会計年度任用
職員を任用するほか、給食調理業務、児童送迎業務等を実施する。

主
な
財
源

負担金 保育認定児保育料、日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ保護者負担金 17,826

国補 子ども･子育て支援体制整備総合推進事業費補助金 75

国補 保育対策総合支援事業費補助金 879

諸収入 延長保育料、延長保育間食負担金、保育施設給食調理機器類貸付料 301

22,557 165,925
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 954 2,050

事
業

02 保育所管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

191,486千円 162,573千円 28,913千円 139,778千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○乳児保育委託料

・ゆうかり乳児保育所　（当初入所見込み　27人）

2か月児～2歳児の保育業務

○保育所運営委託料

・あみの夢保育園　（当初入所見込み　97人）

・こうりゅう虹保育園　（当初入所見込み　143人）

6か月児～5歳児の保育業務

○公立保育所運営委託料

・大宮北保育所　（当初入所見込み　228人）

6か月児～5歳児の保育業務

○広域入所委託料

里帰り出産等による京丹後市から市外保育所・こども園等への保育委託

230,333千円

2,756千円

事
　
業
　
概
　
要

67,192千円

258,775千円

118,309千円

140,466千円

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 70,000

諸収入 一時預かり事業利用料、延長保育料 533

目
的
・
趣
旨

　保護者の就労等で保育を必要とする児童の保育を民間保育所（3
園）に委託するとともに、大宮北保育所（公設）の運営を社会福祉
法人に委託する。
　また、市外の保育所及び認定こども園等を利用する広域入所を委
託する。

主
な
財
源

負担金 保育認定児保育料 34,941

国負・国補 子どものための教育･保育給付交付金、子ども･子育て支援交付金 160,677

府負・府補 子どものための教育･保育給付交付金、子ども･子育て支援交付金 67,273

諸収入 広域入所児童受託保育料 441

70,000 35,915 225,191
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 160,677 67,273

事
業

03 保育業務委託事業
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

559,056千円 533,438千円 25,618千円 522,635千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○私立保育所保育事業補助金

　・ゆうかり乳児保育所 　・ゆうかり子ども園

　　　延長保育事業 　　　延長保育事業

　　　障害児保育事業 　　　一時預かり事業

　・あみの夢保育園 　　　障害児保育事業

　　　延長保育事業

　　　一時預かり事業 ○保育所等新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症感染拡大防止対策事業補助金

　　　障害児保育事業 ・ゆうかり乳児保育所 （

　・こうりゅう虹保育園 ・あみの夢保育園 （

　　　延長保育事業 ・こうりゅう虹保育園 （

　　　一時預かり事業 ・ゆうかり子ども園 （

　　　障害児保育事業 ・大宮北保育所 （

　　　通所バス運行費補助金（189千円×12月） 2,268千円 ※補助率10/10、国庫補助対象事業費上限額に基づき、上限額500千円
（ゆうかり乳児保育所は400千円）

8,537千円 対象事業費　517千円） 500千円

2,607千円 対象事業費　511千円） 500千円

300千円 対象事業費　501千円） 500千円

1,200千円 2,607千円

13,712千円 対象事業費　502千円） 500千円

891千円 対象事業費　552千円） 400千円

事
　
業
　
概
　
要

29,817千円

1,500千円 10,807千円

3,798千円 4,319千円

300千円

2,607千円 2,400千円

300千円 3,881千円

目
的
・
趣
旨

　延長保育及び一時預かり事業等特別保育事業促進のため、民間保
育所が行う事業の円滑な運営実施のための体制づくり等に対して補
助金を交付する。
　また、国制度を活用し、民営保育施設の新型コロナウイルス感染
症対策用品整備を支援する。

主
な
財
源

国補 子ども･子育て支援交付金 4,658

国補 保育対策総合支援事業費補助金 1,200

府補 子ども･子育て支援交付金 4,658

21,701
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 5,858 4,658

事
業

04 保育所保育事業等補助金
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

32,217千円 29,042千円 3,175千円 21,861千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○報償費 ○委託料・工事請負費

・土地使用謝金　（たちばな保育所園庭入口） ・島津保育所浄化槽解体及び下水道接続工事（監理委託料含む）

○需用費 ・宇川保育所遊戯室空調設備更新工事

・消耗品費及び修繕料　　各保育所（5施設分）

○役務費

・手数料（貯水槽法定検査手数料、浄化槽法定検査手数料）

・火災保険料（廃止施設含む）

○委託料

・施設警備、グリストラップ収集・処分、浄化槽維持管理 等

○使用料及び賃借料

・土地借上料、清掃用具借上料

事
　
業
　
概
　
要

3千円 5,200千円

1,200千円

2,122千円

109千円

43千円

528千円

2,602千円

目
的
・
趣
旨

　適切な維持管理のもと、施設を利用する児童、職員が安全に過ご
すことができるよう必要な点検・整備を実施する。

主
な
財
源

負担金 保育認定児保育料 871

府補 第3子以降保育料無償化事業費補助金 101

市債 児童福祉施設整備事業債（過疎対策債） 5,200

871 5,635
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 101 5,200

事
業

05 保育所施設管理事業
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

11,807千円 17,899千円 △ 6,092千円 6,492千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○児童の健康管理に要する経費 ○認定こども園施設給付費

・報酬（医師・薬剤師報酬） ゆうかり子ども園（当初入所見込み　14人）

・入園児童の検診（耳鼻科、眼科、尿） 3歳以上児の幼児教育業務（1号認定）

・児童検診用新型コロナウイルス感染症対策物品

　（医師用マスク、手指消毒液、ビニール手袋等）

・幼児健康診断票印刷代

○会計年度任用職員任用経費（保育士・保育教諭、看護師）

○こども園運営に要する経費

備品購入費（図書）

○日本スポーツ振興センター負担金

事
　
業
　
概
　
要

1,033千円 24,334千円

888千円

100千円

132千円

33千円

39千円

6千円

22,494千円

府負 子どものための教育･保育給付交付金 7,655

目
的
・
趣
旨

　認定こども園（1号認定児）の運営が円滑に行えるよう、児童の
健康管理や会計年度任用職員の任用を行う。
　また、私立認定こども園に対し施設給付を行う。

主
な
財
源

負担金 教育認定児保育料 2,641

国負 子どものための教育･保育給付交付金 8,952

国補 保育対策総合支援事業費補助金 19

諸収入 教育認定児預かり保育料 2,457

5,098 26,302
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 8,971 7,655

事
業

06 認定こども園教育利用管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

48,026千円 79,446千円 △ 31,420千円 59,281千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○健康管理実施経費 ○日本スポーツ振興センター負担金、園長会等負担金

医師報酬、費用弁償（嘱託医師）、児童検診委託料、大腸菌等検査手数料、 日本スポーツ振興センター負担金、

新型コロナウイルス感染症対策物品 等 全国公立幼稚園・こども園長会負担金 等

○会計年度任用職員任用経費（保育士・保育教諭、調理員） ○保育業務支援システム運用経費

○職員研修実施経費 ・保護者用ICカード

職員旅費、有料道路通行料 等 ・保育業務支援システム使用料

○給食調理業務委託 ・情報通信機器等保守委託料

調理業務委託料（大宮こども園、かぶと山こども園） ○その他必要経費

○こども園送迎車両関連経費 共通物品、自動車借上料

業務委託経費、修理費、自動車重量税 等 ○認定こども園施設給付費

○入園児童の保育に要する経費 ゆうかり子ども園（当初入所見込み　172人）

保育材料費、賄材料費 6か月児～5歳児保育業務（2号及び3号認定）

○こども園の運営に要する経費

燃料費、光熱水費、通信運搬費、ピアノ調律、備品購入費 等

事
　
業
　
概
　
要

8,140千円 442千円

426,573千円 1,579千円

37,867千円

415千円

39,316千円

142,423千円

85,939千円

1,514千円 14千円

1,386千円

28,774千円 179千円

諸収入 広域入所児童受託保育料、一時預かり事業利用料、職員給食費 13,785

諸収入 ICｶｰﾄﾞ販売代金 14

目
的
・
趣
旨

　認定こども園（2号・3号認定児）の運営が円滑に行えるよう、職
員研修・児童の健康管理や会計年度任用職員を任用するほか、給食
調理業務、児童送迎業務を実施する。
　また、私立認定こども園に対し施設給付を行う。

主
な
財
源

負担金 保育認定児保育料 74,474

国負・国補 子どものための教育･保育給付交付金、保育対策総合支援事業費補助金 73,918

府負・府補 子どものための教育･保育給付交付金、第3子以降保育料無償化事業費補助金 38,584

諸収入 延長保育料、延長保育間食負担金、保育施設給食調理機器類貸付料 2,106

90,379 570,101
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 73,918 38,584

事
業

07 認定こども園保育利用管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

772,982千円 724,566千円 48,416千円 587,361千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○需用費 ○丹後こども園プール設置

・消耗品費及び修繕料　　各こども園（6施設分） ・工事監理委託料

○役務費 ・工事請負費

・手数料（貯水槽法定検査手数料、浄化槽法定検査手数料） 　施工面積：70㎡（うちプール面積33㎡）

・火災保険料（6施設分）

○委託料

・施設警備、グリストラップ収集・処分、自動ドア保守点検 等

○使用料及び賃借料

・清掃用具借上料

事
　
業
　
概
　
要

8,600千円

2,048千円 800千円

5,082千円

214千円

7,800千円

39千円

849千円

市債 児童福祉施設整備事業債（過疎対策債） 8,600

目
的
・
趣
旨

　適切な維持管理のもと、施設を利用する児童、職員が安全に過ご
すことができるよう必要な点検・整備を実施する。

主
な
財
源

負担金 保育認定児保育料 981

負担金 教育認定児保育料 527

府補 第3子以降保育料無償化事業費補助金 94

1,508 6,630
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 94 8,600

事
業

08 認定こども園施設管理事業
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

16,832千円 7,435千円 9,397千円 41,864千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○保育業務支援システム導入経費（導入施設数：10施設） 【保育業務支援システム機能概要】

・工事請負費（ネットワーク工事） ・保護者とのコミュニケーション

・備品購入費

タブレット端末101台、ICカードリーダー15台、

タブレットスタンド9台、セキュリティワイヤ9本、 ・登降園管理

無線アクセスポイント48台、PoEスイッチ10台

・情報通信機器等設置委託料（端末初期設定等）

・ソフトウェア使用料（ウイルス対策ソフト） ・帳票作成

・消耗品費（保護者用ICカード） 　日誌、指導案等の帳票作成を効率化できる。

・教育・保育内容の公開

事
　
業
　
概
　
要

12,000千円

15,000千円 　専用アプリによりタブレット（PC）やスマートフォンから欠席等の連絡
が可能になり、保護者・職員双方の負担が軽減される。

　施設に設置するタブレット（PC）又はICカードリーダーにより登降園時
刻が自動で記録され、手書きによる手間を削減できる。3,784千円

195千円

555千円

　保育ドキュメンテーション機能を活用することで、日々の教育・保育の
内容を適宜保護者にお知らせすることができる。

※保育ドキュメンテーションとは、子どもの活動を写真や文字などで
　視覚的に記録するもの

目
的
・
趣
旨

　公設公営保育施設における保育業務の負担軽減及び保護者の利便
性の向上を図るため、保育業務支援システムを導入する。

主
な
財
源

国補 保育対策総合支援事業費補助金 5,000

府補 保育対策総合支援事業費補助金 1,250

市債 児童福祉施設整備事業債（過疎対策債） 12,000

13,284
総合計画
計画項目

25 子育て支援の総合的な推進 5,000 1,250 12,000

事
業

09 保育所等環境整備事業
国庫支出金 府支出金

目 04 保育事業費
課 子ども未来課

一般財源

項 02 児童福祉費

31,534千円 0千円 31,534千円 0千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 03 民生費 本年度予算額 前年度予算額
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○需用費 3,800千円 ○委託料 3,170千円

・消耗品費（トイレットペーパー、蛍光灯ほか） 159千円 　施設清掃委託料、アグリセンター管理業務委託料

・燃料費（ガス、灯油） 714千円 　設備保守管理委託料、移動観覧席点検委託料、空調設備保守委託料

・印刷製本費（利用申請書） 36千円 　自動ドア保守点検委託料、特殊建築物・設備点検報告業務委託料

・光熱水費（電気、上下水道代） 1,878千円 　害虫駆除委託料、消防設備等点検委託料、グリストラップ処理委託料

・修繕料（施設設備修繕） 1,013千円

○使用料及び賃借料（テレビ受信料） 8千円

○役務費 49千円

・通信運搬費（FAX使用料） 33千円

・火災保険料 16千円

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　農業・農村の活性化を目的に設置したアグリセンター大宮を、地
域づくり、農業経営体及び地域リーダーの育成、さらには地域住民
の福祉や健康の増進を目的とした各種イベントや講演会などに有効
活用できるよう適切に維持管理する。

主
な
財
源

使用料 ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ使用料 600

諸収入 ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ使用料光熱水費等負担金 98

698 6,329
総合計画
計画項目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

事
業

03 ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 02 農業総務費
課 生涯学習課

一般財源

項 01 農業費

7,027千円 18,214千円 △ 11,187千円 6,880千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度予算額 前年度予算額
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○教育委員報酬及び費用弁償（4人） ○消耗品費

・報酬 参考図書、教育委員バッジ

教育委員 （月額） × ×

教育委員 （月額） × × ○丹後地方教育委員会連合会負担金

・費用弁償

教育委員会（定例会、臨時会、協議会、総合教育会議）

○教育委員視察研修等経費

管外視察、京都府市町村教育委員会連合会総会・研修ほか

・費用弁償

・公用車燃料費

・有料道路通行料、駐車場使用料

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

教育総務課
3,984千円

課

総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

府支出金 市債

事
業

50 教育委員会一般経費
国庫支出金

目

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

01 教育委員会費

項 01 教育総務費

4,000千円 4,022千円 △ 22千円

一般財源

4,000

繰入金 その他

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づいて設置されて
いる教育委員会の委員活動や研修等に係る経費

主
な
財
源

72千円

72千円

5千円

293千円

3,584千円

3,528千円

56千円

80千円

8千円

30千円

118千円

12月

1月

4人

1人
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○指導主事（会計年度任用職員）任用経費（4人）

○旅費（費用弁償）

○消耗品費（ファイル等事務用品）
事
　
業
　
概
　
要

12,641千円

260千円

8千円

目
的
・
趣
旨

　学校教育及び就学前教育の充実を図るため、指導主事を配置し、
専門的事項に関する指示・指導を行う。

主
な
財
源

12,909
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

03 指導主事設置事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

12,909千円 12,299千円 610千円 10,031千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○学校医 小中学校 12人 （23校　3,702人）

・報酬

・費用弁償

○学校歯科医 小中学校 14人 （23校　3,702人）

・報酬

・費用弁償

○学校薬剤師 小中学校 8人

・報酬

1校目（8校） 154,000円

2校目（15校）   92,400円（154,000円×60％）

・費用弁償

事
　
業
　
概
　
要

8,596千円

8,591千円

5千円

8,596千円

8,591千円

5千円

2,633千円

2,618千円

15千円

目
的
・
趣
旨

　学校保健安全法に基づき、学校における保健管理に関する学校
医、学校歯科医及び学校薬剤師を全ての小学校及び中学校に置く。

主
な
財
源

19,825
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

04 学校医委嘱事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

19,825千円 19,968千円 △ 143千円 20,073千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○就学時健康診断（令和4年度入学予定者：394人） ○（独）日本スポーツ振興センター共済掛金

（医師謝金、費用弁償、新型コロナ対策用消耗品費等） （小学生2,363人、中学生1,339人）

○結核関係 ○その他負担金

・児童生徒結核対策委員会（3人）（委員謝金、費用弁償） 京都府学校保健会、京都府学校保健主事会、

・教職員結核審査委員会（2人）（委員謝金、費用弁償） 京都府特別支援教育研究協議会、教育研究事業負担金

○学務経費

・健康管理票作成等（消耗品費、印刷製本費）

・学齢簿関連システム保守委託料、システム更新委託料

・人権教育研究会（消耗品費）

・特別支援学級ふれあい交流会（消耗品費）

・教職員定期健康診断（会場使用料）

429千円

23千円

60千円

62千円

566千円

53千円

事
　
業
　
概
　
要

818千円 3,470千円

1千円

109千円 385千円

47千円

目
的
・
趣
旨

　学校保健安全法に基づく就学時健康診断を行うとともに、学齢簿
の管理、学校管理下での安全衛生や事故災害に対応する。
　また、小中学校の枠を超えた取組として、特別支援学級ふれあい
交流会を実施する。

主
な
財
源

5,348
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

05 学務経費
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

5,348千円 5,553千円 △ 205千円 4,963千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○にこにこカーの運行管理 ○スクールガード･リーダー　5人

　配車台数 各学校　20台 （期間を定めて運行） ・スクールガード･リーダー謝金（5,320円×66日×５人）

教育委員会　1台 ・損害保険

・運行管理経費（燃料代、修繕料、損害保険等）

・車検経費（修繕料、手数料、自賠責保険料、重量税） 網野北、網野南、島津、橘

峰山、しんざん、吉野、弥栄

○除雪機の配備 丹後、宇川

・管理経費（燃料代、修繕料、損害保険） いさなご、長岡、大宮第一、大宮南

・ボランティア保険 久美浜、高龍、かぶと山

○通学路注意喚起看板（消耗品費） 10千円

事
　
業
　
概
　
要

2,985千円 1,759千円

1,756千円

3千円

1,536千円

816千円 D

17千円 E

1,449千円
巡
回
予
定
区
域

A

B

833千円 C

目
的
・
趣
旨

　児童生徒が被害者となる事件等を未然に防ぎ、子どもたちの安全
を確保するため、子ども安心パトロール車（にこにこカー）を配
置、運行する。
　また、地域全体で学校安全に取り組む体制を整備するため、ス
クールガード・リーダーを設置し、登下校時の巡回指導や安全確
保、被害防止対策を講じるとともに、通学路の安全を確保するた
め、除雪機を配置する。

主
な
財
源

府補 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業補助金 1,172

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 2,000

2,000 2,415
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 1,172

事
業

06 学校安全対策事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

5,587千円 6,662千円 △ 1,075千円 5,075千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○教育相談の実施場所 ○教育支援に係る発達検査の実施

・相談場所 ・消耗品費

大宮庁舎、教育支援センター及び市内小中学校 発達検査記録用紙等

・実施回数 ・心理検査器具借上料

大宮庁舎及び教育支援センターにて毎月各2回実施 感覚統合機能アセスメント

市内小中学校にて随時実施 ・備品購入費

・教育相談の実施者 新版K式発達検査2020補充追加用具セット

教育委員会事務局学校教育課所属の臨床心理士により実施

○研修事業

・教育相談担当者研修会（年3回）

各学校の教育相談担当者全員を対象にした研修

・グループコンサルテーション（随時）

各小中学校の教育相談部の教員を対象にした事例研修

事
　
業
　
概
　
要

321千円

218千円

10千円

93千円

目
的
・
趣
旨

　児童生徒の問題行動、心身の悩みや不登校等に対応するため、臨
床心理士による教育相談を実施するとともに、児童生徒を指導、支
援する教職員に対し、各種研修を行う。
　また、児童生徒の特性に応じた教育支援を適切に行うため、発達
検査を実施する。

主
な
財
源

321
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

08 就学支援･教育相談事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

321千円 237千円 84千円 247千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額

- 24 -



○指導員（会計年度任用職員）任用経費

・人数 5人（1日7時間）

・体制 週5日（月～金）開設、毎日3人体制 ・教育支援センター（峰山町杉谷）の開設は、平成25年1月31日

・令和2年度の人数は、令和3年1月末現在

○旅費（普通旅費）

○消耗品費（事務用品、教材、コピー代）

○食糧費

○管理経費（燃料費、修繕料、公用車車検代、保険料、手数料）

○通信運搬費（電話代、切手代、Wi-Fiルータ通信費）

○コピー機借上料

○備品購入費（電子キーボード　1台） 37千円

64千円

96千円

161千円

10人 17人 20人

事
　
業
　
概
　
要

10,937千円 年度 H28 H29 H30 R元 R2

2千円

23千円

100千円

通所利用登録者 12人 17人

目
的
・
趣
旨

　心理的要因等により不登校となっている、またはその傾向にある
児童生徒に対し、学校との連携のもと、集団生活への適応、情緒の
安定、基礎学力の補充及び基本的生活習慣の改善を、個々の状態に
応じて段階的に支援することにより、学校生活への復帰と社会的自
立を支援する。

主
な
財
源

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 5,000

5,000 6,420
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

09 教育支援ｾﾝﾀｰ管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

11,420千円 10,580千円 840千円 7,794千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○地域コーディネーター配置（各中学校1人：計6人）

・地域コーディネーター謝金

・地域コーディネーター費用弁償

○広報紙の発行（年2回：ボランティア募集、活動報告）

・印刷製本費

○その他経費（旅費、消耗品費等）

　※活動内容等：学校のニーズに応じた学校支援ボランティアの派遣

・学習支援（教科指導補助、「総合的な学習」講師補助、部活動指導支援等）

・環境支援（学校環境整備、学校図書室整理、通学安全確保等）

※ボランティアの登録状況（令和3年1月末現在）

人数 109 88 147 67 69

合計

60 2 542

事
　
業
　
概
　
要

3,063千円

2,752千円

311千円

305千円

169千円

町域 峰山 大宮 網野 丹後 弥栄 久美浜 市外

目
的
・
趣
旨

　「教育と学びのまち　京丹後」の実現に向け、「学校のニーズ」
と「地域の人の持つ力」を結び付け、学校・家庭及び地域が協力し
て子どもを育む環境の充実を図るため、学校と地域をつなぐ地域
コーディネーターを配置する。

主
な
財
源

府補 地域で支える学校教育推進事業費補助金 2,136

1,401
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 2,136

事
業

10 地域学校協働本部事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 生涯学習課

一般財源

項 01 教育総務費

3,537千円 3,543千円 △ 6千円 3,837千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○中学校の放課後学習支援

中学生放課後学習支援の実施（6校）

事
　
業
　
概
　
要

1,476千円

　地域人材等を活用し、中学校を会場に学習が遅れがちな生徒の学習支
援を行う。（講師謝金、消耗品費）

目
的
・
趣
旨

　「教育と学びのまち 京丹後」の実現に向け、生徒と保護者のニー
ズを踏まえ、子どもたちの学びを支援する機会や仕組みづくりの構
築、放課後を活用した教育活動を実施する。

主
な
財
源

府補 地域で支える学校教育推進事業費補助金 904

572
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 904

事
業

11 学習支援体制整備事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

1,476千円 1,574千円 △ 98千円 985千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○閉校施設等修繕料（10施設分） ○工事請負費

旧丹波小学校、旧大宮第三小学校、旧橘小学校、旧豊栄小学校、 ・学校跡施設消防設備改修工事

旧竹野小学校、旧黒部小学校、旧川上小学校、

旧海部小学校、旧田村小学校、旧宇川中学校跡施設 ○旧湊小学校校舎解体事業

旧湊小学校校舎及びプールの解体工事

○手数料 ・役務費（ごみ持込処理、廃家電処理、備品処理）

貯水槽法定検査 ・委託料（工事監理、家屋調査、備品解体処分作業）

・工事請負費

○建物火災保険料

※旧湊小学校建築年：昭和39年

○委託料

除草作業、貯水槽等保守点検

22千円

175千円

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

項 01 教育総務費

429,954千円 3,245千円 426,709千円
教育総務課

事
業

12 学校跡施設管理事業
国庫支出金

4,752千円目 02 事務局費
課

一般財源

総合計画
計画項目

30 行財政改革大綱（効率的・効果的な行財政運営）

府支出金 市債 繰入金 その他

399,100 10

10

市債 旧小学校施設解体事業債（合併特例債） 399,100

財産収入 土地建物貸付収入

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　学校再配置により閉校となった学校施設の適切な維持管理及び老
朽化が著しい旧湊小学校校舎等の解体工事を行う経費

主
な
財
源

517千円 1,500千円

417,187千円

427,322千円

9,738千円

397千円

418千円

30,844
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○学校教育施設整備基金積立金

・旧大宮第三小学校貸付分

・旧三津小学校貸付分

・利子分

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

項 01 教育総務費

1,583千円 1,583千円 0千円
教育総務課

事
業

13 学校教育施設整備基金
国庫支出金

0千円目 02 事務局費
課

一般財源

総合計画
計画項目

30 行財政改革大綱（効率的・効果的な行財政運営）

府支出金 市債 繰入金 その他

1,583 0

1,582

財産収入 学校教育施設整備基金利子収入 1

財産収入 土地建物貸付収入

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　旧大宮第三小学校及び旧三津小学校の建物貸付料をもとに、学校
教育施設の整備等を進めるため、学校教育施設整備基金に積み立て
るもの。

主
な
財
源

1,583千円

256千円

1,326千円

5,304

1千円

令和2年度末
現在高見込額

　　　　①

令和3年度末
現在高見込額

①-②+③

6,887

（単位：千円）

令和3年度中見込額

利子収入

1

繰入金

②

0

積立金

1,582 1,583

計

③

積立金
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○保幼小中一貫教育研究推進協議会　　　13人　　2回 ○授業実践力向上研修　　

学識経験者3人、教職員6人、PTA2人、事務局職員2人 小中学校の教員を対象に授業実践力と学級経営力向上を目的とした研修を実施

保幼小中一貫教育の調査研究、検討協議、検証、評価 授業実践力向上研修会（講師謝金、消耗品費）

（委員謝金、費用弁償） 丹後学研修会（講師謝金）

○学校教育連携専門部会 ○教育フォーラム

学校運営部会　　　6人　　2回

保幼小中一貫教育の推進状況の検証、課題整理、改善方法の検討

（消耗品費）

○調査研究 開催時期：令和3年11月（予定）　 

小中一貫教育全国サミット（北海道北広島市） テーマ：保育所、こども園の取組、連携について（予定）

（旅費、小中一貫教育全国連絡協議会会費）

学園の保幼小中一貫教育の取組状況や今後目指していく方向性等について、
保護者や市民と一緒に考え、理解を深める機会として開催

150千円

事
　
業
　
概
　
要

87千円 267千円

5千円

目
的
・
趣
旨

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、保幼小中一貫教育の
推進に向け、協議会及び専門部会で調査研究を行う。
　また、子どもたちの学びを支える教員の授業力と学級経営力を高
めるための研修を実施し、指導の一貫性を通じて子どもたちの確か
な学力、豊かな心を育成する。

主
な
財
源

509
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

14 保幼小中一貫教育推進事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

509千円 252千円 257千円 540千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○小中連携、小小連携、保幼小連携の取組（各中学校区単位）

・小中合同講演会、部活動体験、体験入学、体育祭、合唱祭などの小中連携

・合同校外学習、交流学習などの小小連携

・学園リーフレットの作成、学園あいさつ運動

・学園全体研修会

○特色ある学校づくりの取組

・学校と大学等の連携による理科わくわく体験教室事業　　1校

事
　
業
　
概
　
要

3,690千円

2,027千円

・各中学校区において各校が独自に工夫を凝らし、地域に根差した発展的な
　教育活動を行う。
　（郷土への興味関心を育む教育、地域産業学習を通じたキャリア教育、
　　ジオパーク学習、ボランティア学習、法やルールに関する教育等）

目
的
・
趣
旨

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと
指導の一貫性を目指すより良い教育の実現に向け、市内全域で保幼
小中一貫教育を実践する。
　また、学力の向上及び生徒指導上の課題解決を目指すとともに、
将来に夢と希望をもって生き生きと学ぶことのできる子どもを育成
する。

主
な
財
源

5,717
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

15 保幼小中一貫教育実践事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

5,717千円 5,705千円 12千円 5,640千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○いじめ防止講演会 ○LINEいじめ相談窓口設置費

（講師謝金・消耗品費） ・開設期間 令和3年9月開始（予定）

 いじめ防止推進月間（11月）に合わせて実施 ・開設時間 24時間受付

・相談体制 教育委員会事務局指導主事及び臨床心理士による相談受付

○いじめ防止啓発グッズ （ソフトウェア使用料、研修費、機器購入費、通信費ほか）

・いじめ相談専用フリーダイヤル、LINE相談友だち登録QRコード等を

　記載したPRカード

○いじめ相談専用フリーダイヤル設置費

・番　　号 0120-889-061

・開設期間 365日（平成26年11月開設）

・開設時間 24時間受付

・受付体制 教育委員会事務局指導主事及び臨床心理士による相談受付

・令和2年度いじめに関する相談件数（令和3年1月末現在） 1件

事
　
業
　
概
　
要

75千円 1,541千円

10千円

55千円

目
的
・
趣
旨

　「京丹後市いじめ防止等基本方針」に基づき、市が一体となって
いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するため、
いじめ防止等の啓発活動を実施するとともに、いじめの早期発見・
解決に向けたいじめ相談専用ダイヤルを設置する。また、子どもた
ちが多く利用しているSNSの一つである「LINE」を利用したいじめ
相談窓口を設置することにより、相談しやすい環境づくりを推進す
る。

主
な
財
源

1,681
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

16 いじめ防止啓発推進事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

1,681千円 189千円 1,492千円 199千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○いじめ防止対策等専門委員会（5人）

・委員報酬 14千円×5人×3回

・費用弁償 京都市内～京丹後大宮ほか

・消耗品費

○いじめ問題対策連絡会議（21人）

・委員謝金 4千円×6人×1回

・費用弁償 市内

事
　
業
　
概
　
要

347千円

　教育委員会の諮問に応じて、いじめの防止等のための調査研究や必要な
調査を行う。

210千円

127千円

10千円

3千円

27千円

　関係機関及び団体等の連携並びに、いじめの防止等のための適切な対
策を図るために必要な情報の交換を行うとともに、いじめの防止等のた
めの取組に関する協議を行う。

24千円

目
的
・
趣
旨

　「京丹後市いじめ防止等基本方針」に基づき、市が一体となって
いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するため、
いじめ防止対策等専門委員会及びいじめ問題対策連絡会議を設置す
る。

主
な
財
源

374
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

17 いじめ防止対策等運営事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

374千円 384千円 △ 10千円 285千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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GIGAスクール構想・教育のICT化推進、学校情報通信ネットワークの維持管理 ○使用料及び賃借料

・パソコン借上料（サーバー・パソコンリース料）

○報償費 ・ソフトウェア使用料（授業・校務支援ｼｽﾃﾑ、ｳｲﾙｽ対策等）

・講演会、講習会講師謝金（iU情報経営イノベーション専門職大学連携事業） （参考）パソコン等台数（令和3年3月末＜予定＞）

○需用費

・消耗品費 デスクトップPC

・修繕料（サーバー・パソコン・ネットワーク機器等修繕） ノートPC

○通信運搬費 タブレット

・オンライン授業用貸出Wi-Fiルータ通信費（新型ｺﾛﾅ対策） タッチパネル式電子黒板

・学校用インターネット光回線通信費 ノートPC

○委託料 デスクトップPC

・システム保守委託料（校務支援システム保守等） ノートPC

・情報通信機器等保守委託料（ｻｰﾊﾞｰ、ﾈｯﾄﾜｰｸ機器等） iPad

・産業廃棄物処理委託料（Windows7パソコン等） タブレット

・ICT支援員業務委託料 タッチパネル式電子黒板 5211,754千円 46 6 0

575千円 予定 46 6 0 52

729千円 17 6 0

1,772千円 ３月整備 2,711 1,531 10 4,252

23

14,830千円 図書室用 30 12 0 42

1,197千円 校務用 284 188 24 496

1,070千円 99 52 0 151

2,267千円 99 298 0 397

中学校 事務局

1,627千円 普通教室用 38 0 0 38
事
　
業
　
概
　
要

27,598千円

18,888千円

200千円 8,710千円

合計

15千円 情報教室用 531 252 0 783

1,642千円 区分 種別 小学校

目
的
・
趣
旨

　GIGAスクール構想に基づいて整備したICT環境を活用し、児童生
徒にとってわかりやすく魅力ある授業を進め、児童生徒の情報利活
用能力を育成する。
　また、児童生徒・教職員1人1台のタブレット端末、教職員1人1
台の校務用パソコン、各教室1台の電子黒板、校内LAN及び学校情
報通信ネットワークを維持管理するとともに、学校の情報化推進に
関する教員向け講演会等を開催し、教育のICT化及び校務の効率化
を図る。

主
な
財
源

国補 地方創生推進交付金 100

46,437
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 100

事
業

18 学校情報化推進事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

46,537千円 30,638千円 15,899千円 71,121千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○中学生の海外派遣 ○小中学生文化体験事業

小学5年生から中学2年生までを対象に異文化交流・国際交流講座を実施

派遣先　：ニュージーランド　ニュープリマス市 ○小中学生の国際交流

派遣期間：令和4年3月中下旬（9日間の予定）

派遣生徒：中学2年生

募集人数：15人（選考基準により市長が決定） ・消耗品費（作品材料費）

※渡航費用の2/3を補助金交付 ・ビデオ撮影委託料

・旅費（随行員） ・通信運搬費（小包送料）

・中学生海外派遣事業費補助金

・謝礼品代等

事
　
業
　
概
　
要

5,327千円 10千円

　学校での授業やホームステイを通じて、語学力の向上及び国際的視野を
持った人材を育成するために海外へ派遣する。

141千円

　児童生徒の国際理解を促進するため、小中学校での国際交流活動に対
し、経費を負担する。

3,900千円

424千円

90千円

22千円

1,003千円 29千円

目
的
・
趣
旨

　市内の小中学校に在籍する児童生徒が諸外国の文化や伝統を理解
し、他国への興味関心を深めることで、語学力の向上はもとより、
国際感覚を持ちグローバル社会で活躍できる人材を育成するため、
国際交流事業を推進する。

主
な
財
源

繰入金 韓哲･まちづくり夢基金繰入金 5,327

5,327 151
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

19 児童生徒国際交流事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

5,478千円 5,570千円 △ 92千円 1,224千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○国際交流員（会計年度任用職員）の任用経費

○旅費

国際交流員研修等

○国際交流員の賃貸住宅等に係る経費

国際交流員の住居、備品修繕料等

○各種負担金

・来日直後オリエンテーション参加費用負担金

・自治体国際化協会負担金（人員割会費、傷害保険）

・来日渡航費用負担金

事
　
業
　
概
　
要

3,900千円

245千円

479千円

544千円

276千円

118千円

150千円

目
的
・
趣
旨

　グローバル化に対応するため、一般財団法人自治体国際化協会の
「語学指導等を行う外国青年招致事業（JETプログラム）」を活用
し、国際交流員（CIR・1人）を任用する。

主
な
財
源

5,168
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

20 国際交流員招致事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

5,168千円 5,553千円 △ 385千円 4,198千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○共同学校事務室運営経費

網野学園における共同実施業務

　学校経営全体に関わる業務（各種文書の収受発出など情報管理）

　教職員人事に関する業務（給与、旅費、福利厚生、服務等に関する業務）

　教育活動に直接関係する業務（学校予算、備品、就学援助等に関する業務）

　そのほか校内体制に応じて参画する業務　等

・消耗品費

・印刷製本費

・役務費（通信運搬費、ごみ処理手数料）

事
　
業
　
概
　
要

231千円

174千円

30千円

27千円

目
的
・
趣
旨

　学校事務処理の適正化及び標準化、効率化、学校マネジメント機
能の強化等を図るため、共同学校事務室を設置し、学校の教育力・
組織力の向上を推進する。
　令和3年度は、平成30年度より実践研究校として取り組んできた
網野学園（網野中・網野北小・網野南小・島津小・橘小）において
先行して共同学校事務室を設置する。

主
な
財
源

231
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

21 共同学校事務室運営事業
国庫支出金 府支出金

目 02 事務局費
課 学校教育課

一般財源

項 01 教育総務費

231千円 0千円 231千円 0千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○事務局運営に係る経費 ○高等学校全国募集入学生応援補助金

・会計年度任用職員任用経費（事務補助員1人）

・教育委員会活動点検評価謝金（2人） 【高等学校全国募集入学生応援補助金　制度概要】

・出張旅費等（教育長、職員）

・教育委員会交際費

・激励金 ・補助対象経費 下宿等の賃借料

（スポーツ等の国際大会や全国大会の出場選手への激励金） ・補助金額 補助対象経費の1/2以内の額（上限月額20千円）

・消耗品ほか

○公用車の維持管理経費

・公用車6台の燃料費、保険料、車検（2台）ほか

○各協議会、団体への負担金

・全国都市教育長協議会、近畿都市教育長協議会ほか

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

02 事務局費

項 01 教育総務費

7,740千円 6,556千円 1,184千円

事
業

50 事務局一般経費
国庫支出金

目

市債 繰入金 その他

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

教育総務課

総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 6,300

繰入金 韓哲･まちづくり夢基金繰入金 1,440

1,440

事
　
業
　
概
　
要

381千円

1,705千円

146千円

4,449千円

2,902千円

40千円

326千円

300千円

目
的
・
趣
旨

　教育委員会事務局の円滑な運営及び公用車の適正な維持管理を行
うための経費を計上するとともに、全国部活動特別入学選抜により
市内の高等学校に入学する生徒を応援する補助金を創設し、生徒の
就学支援及び地域の活性化を図る。

主
な
財
源

500千円

全国部活動特別入学選抜により市内の高等学校に入学し、
下宿等に入居して通学する生徒の保護者

・補助対象者

1,440千円

7,010千円
課

一般財源府支出金
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○外国語指導助手（会計年度任用職員）任用経費（6人） ○外国語指導助手の賃貸住宅等に係る経費

・報酬 ・住居の更新料、住宅保険等

任用初年度： ・備品修繕料等

任用2年目：

任用3年目： ○負担金

任用4・5年目： ・来日直後オリエンテーション参加費用負担金（2人分）

・社会保険料、労災保険料、雇用保険料 ・自治体国際化協会負担金

・費用弁償

○外国語指導助手支援員（会計年度任用職員）任用経費（1人）

出入国時及び生活支援等に係る通訳

○外国語指導助手等の旅費

・帰国旅費（1人）

・研修旅費（ALT、職員）

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

教育総務課
25,853千円

課

01 教育総務費

28,984千円 27,212千円 1,772千円

前年度予算額 増減額

03 外国語活動推進費

外国語指導助手招致事業
国庫支出金

目

一般財源

28,984
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

府支出金 市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額

項

月額330千円

月額280千円

月額300千円

月額325千円

事
業

01

98千円

552千円

1,532千円

594千円

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　中学校の英語授業補助、小学校の外国語授業及び外国語活動推進
のため、一般財団法人自治体国際化協会のJETプログラムを活用し
て、6人の外国語指導助手（ALT）を任用する。

主
な
財
源

80千円

658千円

521千円

496千円

291千円

25,679千円

980千円3,419千円

367千円

22,180千円
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○奨学金選考・検討委員会に係る経費 ○定住促進奨学金返還支援制度

・報酬 （委員7人×4千円×3回） 支援制度の周知及び募集手続きを開始するための経費

・費用弁償 （委員7人） ・チラシ印刷製本費

・近畿圏内の大学等へ制度周知するためのチラシ郵送料

○奨学金給付金

・市民税非課税世帯 月額12千円×10人 【定住促進奨学金返還支援補助金　制度概要】

・市民税所得割非課税世帯 月額10千円×13人

○奨学金貸付金

・修学支援金 ・補助金額 奨学金の返還金相当額（上限月額30千円）

大学生（継続） 年額1,000千円×3人 ・補助対象期間 10年以内

新大学生等（新規） 年額1,000千円×4人 ※令和3年度は認定申請年度とし、制度周知に係る経費を計上

・入学支度金 　令和4年度は、令和3年度認定者に対して補助金を交付する。

大学等入学予定者（新規） 1回700千円×5人

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

04 奨学費

項 01 教育総務費

13,695千円 12,564千円 1,131千円

事
業

01 奨学金事業
国庫支出金

8,029千円目
課

一般財源府支出金 市債 繰入金 その他

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

教育総務課

3,000千円

1,440千円

大学等を卒業後に就業し、本市に定住し引き続き10年以上定
住する意思を有する者で、認定申請年度において満30歳未満
の者

・補助対象者

95千円

84千円

11千円

繰入金 谷口謙･未来応援基金繰入金 10,500

総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 195

繰入金 奨学基金繰入金 3,000

13,500

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　大学等の高等教育への進学を希望する者で、経済的理由により修
学困難な者に対して奨学金の給付及び貸付を行う。
　また、人口減少克服・地方創生の取組として、大学等を卒業後に
就業する者で、本市に定住し、奨学金の返還を行う者に対する支援
制度を創設し、将来を担う若者のふるさと回帰と地域の活性化を推
進する。

主
な
財
源

100千円

42千円

58千円

1,560千円

10,500千円

3,000千円

4,000千円

3,500千円
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○奨学基金積立金

・奨学資金貸付償還金滞納繰越分

・利子分

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

04 奨学費

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

項 01 教育総務費

12千円 23千円 △ 11千円
教育総務課

事
業

02 奨学基金
国庫支出金

727千円目
課

諸収入 奨学資金貸付償還金滞納繰越分 10

一般財源

12 0
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

府支出金 市債 繰入金 その他

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　経済的理由により大学等での修学が困難な者に対し、奨学金を給
付することを目的に、奨学基金へ積み立てるもの。

主
な
財
源

財産収入 奨学基金利子収入

2千円

10千円

12千円

（単位：千円）

134,209 3,000 10 2

2

12

令和2年度末
現在高見込額

令和3年度中見込額
令和3年度末
現在高見込額繰入金

積立金

積立金 利子収入
計

　　　　① ② ③ ①-②+③

131,221
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○谷口謙・未来応援基金積立金

・奨学資金貸付償還金分

・利子分

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

04 奨学費

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

項 01 教育総務費

1,460千円 762千円 698千円
教育総務課

事
業

03 谷口謙･未来応援基金
国庫支出金

208千円目
課

総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

府支出金 市債 繰入金 その他

1

諸収入 奨学資金貸付償還金 1,459

一般財源

1,460 0

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　経済的理由により大学等での修学が困難なものに対し、奨学金を
貸付することを目的に、谷口謙・未来応援基金へ積み立てるもの。

主
な
財
源

財産収入 谷口謙･未来応援基金利子収入

1,460千円

令和2年度末
現在高見込額

令和3年度中見込額
令和3年度末
現在高見込額繰入金

積立金

70,470 10,500 1,459 1

1千円

1,459千円

1,460 61,430

（単位：千円）

積立金 利子収入
計

　　　　① ② ③ ①-②+③
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○学校用務員（会計年度任用職員）任用経費　　14人 ○学校管理備品整備

保健器具、音響機器、ストーブ等

○管理運営経費

・消耗品費（コピー、プール薬品等） ○各種研究会、協議会等負担金

・燃料費（灯油、ガス代等） 京都府小学校校長会負担金、京都府連合小学校教頭会負担金、

・光熱水費（電気、水道代等） 京都府小学校教務主任会負担金、京都府小学校教育研究会負担金、

・通信運搬費（電話、郵便代等） 京都府へき地・小規模校教育研究会負担金等

・その他経費

（食糧費、印刷製本費、修繕料、手数料、委託料、使用料等）

学校数 19校 18校 17校 17校 17校

事
　
業
　
概
　
要

39,225千円 3,098千円

109,534千円

21,193千円 598千円

5,558千円

年　度 H29 H30 R元 R2 R3

8,556千円

70,521千円

3,706千円

目
的
・
趣
旨

　小学校17校を管理運営し、児童及び教職員により良い教育環境を
提供する。

主
な
財
源

152,455
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

02 小学校管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 01 小学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

152,455千円 141,297千円 11,158千円 136,900千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○トイレ改修工事

工事対象校：網野北小、島津小 設計対象校： 峰山小、長岡小

・工事設計、工事監理委託料

・仮設トイレ設置経費（島津小）

・工事請負費

○いさなご小学校職員室エアコン改修工事

○いさなご小学校電気設備改修工事

○網野南小学校電気設備改修工事

○各小学校施設改修工事

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

01 小学校管理費

項 02 小学校費

81,577千円 105,200千円

事
業

03 小学校施設改修事業
国庫支出金

目

府支出金 市債 繰入金 その他

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

△ 23,623千円
教育総務課

183,754千円
課

一般財源

75,000 6,577
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

75,000

事
　
業
　
概
　
要

75,177千円

11,500千円

177千円

63,500千円

1,200千円

1,000千円

1,200千円

3,000千円

目
的
・
趣
旨

　児童が安全に、安心して学校生活を送ることができるよう、小学
校（17校）施設の改修工事等を行う。

主
な
財
源

市債 小学校施設整備事業債（過疎対策債）
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○保健衛生用品 ○児童・教職員各種検診

・衛生消耗品、医薬材料、インフルエンザ用衛生消耗品 ・児童検診委託料

尿検査（全学年、年2回） 心臓検診（1・4年、経過観察者）

○フッ化物洗口用品 眼科検診（全学年） 耳鼻科検診（全学年）

・消耗品、医薬材料 脊柱側わん症検診（学校医抽出者、経過観察者）

結核精密検査

○緊急時対応経費 ・教職員健康診断委託料

・AED借上料　全校設置済（17校） （一般検査、胃部検査、ストレス検査）

（リース期間満了により、令和3年7月に全台更新予定） ・教職員結核検診委託料

・緊急時児童移送（借上料） ・医師送迎用経費（借上料）

○検診医用保健衛生用品

・衛生消耗品

（マスク、手指用消毒液、フェイスシールド、ゴム手袋、ビニール手袋）

事
　
業
　
概
　
要

1,047千円

4,519千円

404千円

1,847千円

544千円

1,328千円

282千円

35千円 160千円

目
的
・
趣
旨

　学校における児童及び教職員の健康の保持増進を図るため、学校
保健安全法に基づき、児童教職員の健康診断、保健衛生、その他の
保健・安全に関する事業を行うとともに、関連機器等を整備する。

主
な
財
源

府補 ﾌｯ素による子どものむし歯予防事業費補助金 255

9,911
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 255

事
業

04 児童教職員健康管理事業
国庫支出金 府支出金

目 01 小学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

10,166千円 8,938千円 1,228千円 7,012千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○スクールバス運行管理委託料

※バスの運転及び車両の維持管理を業者委託

○車両維持管理経費

　　消耗品費、修繕料

○車庫、待合所及びバス停維持管理経費

　　火災保険料、土地借上料（15.66㎡）

11千円

計 29台

1,260千円

島津小 1台 かぶと山小 4台

橘小 1台 高龍小 4台

網野南小 3台 久美浜小 1台

大宮南小 3台 弥栄小 3台
事
　
業
　
概
　
要

105,657千円

いさなご小 3台 丹後小 4台

しんざん小 1台 宇川小 1台

目
的
・
趣
旨

　遠距離通学及び特に必要と認めた児童の通学のためにスクールバ
スを定期運行する。

主
な
財
源

使用料 市営ﾊﾞｽ乗車料 516

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 65,000

65,000 516 41,412
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

05 小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業
国庫支出金 府支出金

目 01 小学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

106,928千円 93,997千円 12,931千円 96,312千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○遠距離通学補助金

事
　
業
　
概
　
要

271千円

学校名 児童数

大宮南小 7人

計 17人

宇川小 10人

目
的
・
趣
旨

　遠距離通学をする児童を対象に、通学の安全確保と保護者の負担
軽減を図るため、通学の状況に応じて遠距離通学補助金を支給す
る。

主
な
財
源

271
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

06 小学校通学支援事業
国庫支出金 府支出金

目 01 小学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

271千円 270千円 1千円 270千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○施設修繕用消耗品費 ○施設用地借上料

グラウンド土及び砂場用砂、体育館清掃用オイル いさなご小学校用地（学童農園用地ほか）

○施設修繕料 ○施設修繕用原材料

校舎、体育館、給食調理室、消防設備等 補修用木材等

○各種検査等手数料 ○網野北小学校運動場芝生維持管理経費

浄化槽法定検査、貯水槽法定検査 ・消耗品費（芝刈機ベルト、冬芝種子、肥料等）

・委託料（芝生目土作業）

○火災保険料 ・その他（芝刈機修理、芝刈機ガソリン代）

○施設保守管理等委託料（13業務）

48千円

11,949千円

教育委員会事務局

597千円

8

教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

項

目 01 小学校管理費
課

02 小学校費

25,813千円 27,461千円 △ 1,648千円

事
業

07

28,372千円

国庫支出金
小学校施設管理事業

財産収入 公有財産使用料

教育総務課

一般財源

総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

府支出金 市債 繰入金 その他

8 25,805

予
算
科
目

款 10

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　児童が安全に、安心して学校生活を送ることができるよう、小学
校（17校）施設の維持管理を行う。

主
な
財
源

654千円 151千円

10,961千円 85千円

128千円

246千円

891千円

994千円

参考R元決算額
部

 雑木伐採、電気設備保守管理、エレベータ保守点検、デマンド監視、学校警備、

 給排水設備保守点検、貯水槽等保守点検、浄化槽維持管理、グリストラップ処理、

 消防設備等保守点検、プール循環点検、施設消毒、給食用リフト保守点検
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○入学写真、卒業写真、卒業記念品 （参考）学校別児童数＜令和3年4月1日見込み＞

○学力検査（全校・各学年）

○学習教材、教材消耗品等

・学習教材消耗品

・学習教材冊子｢わたしたちの きょうたんご｣（3年生）

・キャリアパスポート（ファイル購入）

○校外学習活動

消耗品、バス運転委託料、自動車借上料、

有料道路通行料、駐車場使用料、

燃料費、講師費用弁償

○山陰海岸ジオパーク小学生駅伝競走大会参加経費 20千円

113人 計 2,363人12,123千円 大宮第一 426人 橘 89人 久美浜

50千円 長岡 64人 島津 54人 弥栄

62人

137人

262千円 しんざん 194人 網野南 157人 吉野

43人 かぶと山 152人9,676千円 いさなご 179人 網野北 177人 宇川

高龍 150人峰山 127人 大宮南 91人 丹後 148人

事
　
業
　
概
　
要

1,410千円

1,635千円 学校名 人　数 学校名 人　数 学校名 人　数 学校名 人　数

目
的
・
趣
旨

　児童の学力充実、向上を目指すとともに、豊かな人間性、健やか
な体づくりなど児童の「たくましく生きる力」を育成するため、学
力調査等を踏まえた指導、副読本の活用や学習教材冊子の作成、学
校外での学習活動等を取り入れ、教育内容の充実を図る。

主
な
財
源

25,176
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

01 小学校教育振興事業
国庫支出金 府支出金

目 02 小学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

25,176千円 26,047千円 △ 871千円 52,116千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○教材備品及び図書購入

○理科等振興備品購入

理科・算数教育に必要な学習教材は、国の補助制度を活用し整備する。

○教材備品の修繕費用

○学校図書館図書管理システム使用料（17校）

○教材用家電リサイクル料 34千円

事
　
業
　
概
　
要

8,100千円

2,626千円

458千円

167千円

目
的
・
趣
旨

　児童の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実させ、学力の
向上を目指すため、授業に必要な学習教材を整備し、学習活動と教
育内容の充実を図るとともに、学校図書を計画的に整備する。

主
な
財
源

国補 理科教育設備整備費等補助金 1,312

10,073
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 1,312

事
業

02 小学校教育振興備品整備事業
国庫支出金 府支出金

目 02 小学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

11,385千円 10,085千円 1,300千円 10,850千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○就学援助費（要保護・準要保護）　　　　　　　　　　　 ＜参考＞　対象児童数

就学援助費

【支給対象経費】

・学用品費 ・新入学学用品費 ・児童会費 ※令和2年度は令和3年1月現在

・学校給食費 ・クラブ活動費 ・PTA会費

・医療費 ・通学用品費

・修学旅行費 ・校外活動費

※令和4年度新入学学用品費前倒し支給対象者（見込み）：34人

○特別支援教育就学奨励費（特別支援学級入級者等）　　　

奨励費の支給額は、就学援助費の1/2

（通学用品費、医療費、クラブ活動費、児童会費及びPTA会費は除く）

2,021千円

37人 33人 49人

事
　
業
　
概
　
要

20,723千円

　認定に当っては、国の認定要領や生活保護法による生活保護基準を準用し
審査する。

年度 H30 R元 R2

奨励費

262人 255人 271人

目
的
・
趣
旨

　経済的な理由により就学に支障をきたしている児童の保護者を支
援するため、生活保護法に基づく「要保護者」、要保護者に準ずる
程度と認められる「準要保護者」に対し、学用品費、学校給食費、
医療費等を支給する。
　また、特別支援学級入級児童等の保護者の経済的負担を軽減する
ため、奨励費を支給する。

主
な
財
源

国補 就学援助費補助金 127

国補 特別支援教育就学奨励費補助金 999

21,618
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 1,126

事
業

03 小学校就学援助事業
国庫支出金 府支出金

目 02 小学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

22,744千円 20,578千円 2,166千円 17,937千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費

・介護職員

25人 （1日7時間・週5日勤務を基本）

・講師

1人 （1日7時間・週5日勤務を基本）

○事務費（研修資料代、旅費、校外行事等参加負担金等）

事
　
業
　
概
　
要

72,347千円

　障害等により特別な支援を要する児童の個々の指導計画及び教育支援
計画を作成し、障害等に応じた指導・支援を計画的、継続的に実施する
ため、必要と認められる学校に介護職員を配置する。

　複式学級等の担任補助など、円滑な教育活動の推進と学校経営の安定
を図るため、宇川小学校に教員資格のある講師を配置する。

49千円

目
的
・
趣
旨

　児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細かな指
導に努め、円滑な授業を実施するため、スクールサポーター（介護
職員）を配置するとともに、教育活動の推進と学校経営の安定を図
るため、教員資格のあるスクールサポーター（講師）を配置する。

主
な
財
源

72,396
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

04 小学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業
国庫支出金 府支出金

目 02 小学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

72,396千円 58,390千円 14,006千円 36,966千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○校外学習や体験活動、総合的な学習活動

・KYO発見仕事･文化体験活動推進事業

（府補助事業：全校で実施）

・総合的な学習活動推進事業

（市単独事業：全校で実施）

○教育実践研究指定事業

・次世代型小･中･高連携外国語教育推進事業

　実施校：いさなご小学校・しんざん小学校

　実施年度：令和2年度～令和3年度

○教育研究事業負担金

○修学旅行引率補助金

事
　
業
　
概
　
要

1,175千円

567千円

608千円

100千円

146千円

432千円

目
的
・
趣
旨

　授業改善や教員の指導力向上を図るため、府の研究指定校を受け
て教育実践に取り組むとともに、特色ある教育の実践を推進するた
め、校外学習や体験活動、総合的な学習活動の充実を図る。
　また、教育課題の解決に向けた教職員の研究事業に取り組むとと
もに、修学旅行における引率教員の施設入場料等に係る経費を支援
する。

主
な
財
源

府補 KYO発見仕事･文化体験活動推進事業補助金 378

府委 次世代型小･中･高連携外国語教育推進事業費委託金 100

1,375
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 478

事
業

05 小学校教育推進活動実践事業
国庫支出金 府支出金

目 02 小学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 02 小学校費

1,853千円 1,777千円 76千円 1,667千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○学校用務員（会計年度任用職員）任用経費　　6人 ○学校管理備品整備

テント、音響機器、ストーブ等

○管理運営経費

・消耗品費（コピー代、事務用品等） ○各種研究会、協議会等負担金

・燃料費（灯油、ガス代等） 京都府中学校校長会負担金、京都府中学校教頭会負担金、

・光熱水費（電気、水道代等） 京都府中学校教務主任会負担金、京都府中学校教育研究会負担金、

・通信運搬費（電話、郵便代等） 京丹後市中学校体育連盟負担金、京都府学校図書館協議会負担金等

・その他経費

（食糧費、印刷製本費、修繕料、手数料、委託料、使用料等）

事
　
業
　
概
　
要

13,915千円 1,879千円

47,993千円

9,456千円 1,053千円

2,377千円

4,461千円

30,094千円

1,605千円

目
的
・
趣
旨

　中学校6校を管理運営し、生徒及び教職員により良い教育環境を
提供する。

主
な
財
源

64,840
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

02 中学校管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 01 中学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

64,840千円 62,390千円 2,450千円 59,585千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○中学校特別教室空調化工事（6校） ○大宮中学校コンピュータ室エアコン更新工事

音楽室、美術室、理科室を対象に空調整備 ○各中学校施設改修工事

・工事監理委託料

・工事請負費

【参考】各中学校における特別教室数

峰山中 　6室（音楽室2、美術室2、理科室2）

大宮中　 5室（音楽室2、美術室1、理科室2）

網野中 　5室（音楽室2、美術室1、理科室2）

丹後中　 3室（音楽室1、美術室1(※)、理科室1）

弥栄中　 3室（音楽室1、美術室1、理科室1）

久美浜中 3室（音楽室1、美術室1、理科室1）

※丹後中の美術室は空調設備設置済のため対象外

3,000千円

1,100千円

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

01 中学校管理費

項 03 中学校費

236,800千円 26,884千円 209,916千円

事
業

03 中学校施設改修事業
国庫支出金

18,279千円目
課

総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

府支出金 市債 繰入金 その他 一般財源

232,700 4,100

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

教育総務課

232,700千円

227,300千円

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　生徒が安全に、安心して学校生活を送ることができるよう、中学
校（6校）施設の改修工事等を行う。

主
な
財
源

5,400千円

市債 中学校施設整備事業債（過疎対策債） 232,700
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○保健衛生用品 ○生徒・教職員各種検診

・衛生消耗品、医薬材料、インフルエンザ用衛生消耗品 ・生徒検診委託料

尿検査（全学年、年2回） 心臓検診（1年、経過観察者）

○緊急時対応経費 眼科検診（全学年） 耳鼻科検診（全学年）

・AED借上料　全校設置済（6校） 血液検査（2年、経過観察者） 結核精密検査

（リース期間満了により、令和3年7月に全台更新予定） 脊柱側わん症検診（学校医抽出者、経過観察者）

・緊急時生徒移送（借上料） ・教職員健康診断委託料

（一般検査、胃部検査、ストレス検査）

○検診医用保健衛生用品 ・教職員結核検診委託料

・衛生消耗品 ・医師送迎用経費（借上料）

（マスク、手指用消毒液、フェイスシールド、ゴム手袋、ビニール手袋）

40千円

事
　
業
　
概
　
要

626千円 5,296千円

3,794千円

279千円 202千円

914千円

896千円

18千円 1,260千円

目
的
・
趣
旨

　学校における生徒及び教職員の健康の保持増進を図るため、学校
保健安全法に基づき、生徒教職員の健康診断、保健衛生、その他の
保健、安全に関する事業を行うとともに、関連機器等を整備する。

主
な
財
源

7,115
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

04 生徒教職員健康管理事業
国庫支出金 府支出金

目 01 中学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

7,115千円 6,042千円 1,073千円 5,175千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○スクールバス運行管理委託料 ○中学校スクールバス購入に係る経費（1台）

※バスの運転及び車両の維持管理を業者委託 ・スクールバス購入費

＜更新＞ 久美浜中学校（29人乗り・4WD）

・諸費用等

（登録手数料、リサイクル料、損害保険料、自動車重量税）

※大宮中の車両は、大宮南小スクールバスの大宮中生徒対象分

○車両維持管理経費

　　消耗品費、修繕料

○車庫及び待合所維持管理経費

　　火災保険料、燃料費

57千円

久美浜中 10台

計 17台（18台）

事
　
業
　
概
　
要

84,193千円 10,316千円

10,200千円

峰山中 1台

丹後中 2台

弥栄中 1台

網野中 3台 116千円

1,510千円

大宮中 （1台）

市債 中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ整備事業債（過疎対策債） 6,400

目
的
・
趣
旨

　遠距離通学及び特に必要と認めた生徒の通学のためにスクールバ
スを定期運行する。また、スクールバスで通学する生徒の安全を確
保するため、老朽化した車両の更新を行う。

主
な
財
源

使用料 市営ﾊﾞｽ乗車料 1,032

国補 へき地生徒援助費補助金 3,750

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 55,000

55,000 1,032 29,894
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 3,750 6,400

事
業

05 中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業
国庫支出金 府支出金

目 01 中学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

96,076千円 91,883千円 4,193千円 71,569千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○通学用ヘルメット購入補助金（補助率：1/2）

46人

計 215人

弥栄中 25人

久美浜中 8人

事
　
業
　
概
　
要

194千円

学校名 生徒数

峰山中 106人

網野中 18人

丹後中 12人

大宮中

目
的
・
趣
旨

　自転車通学をする生徒を対象に、通学の安全確保と保護者の負担
軽減を図るため、ヘルメット購入補助金を支給する。

主
な
財
源

194
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

06 中学校通学支援事業
国庫支出金 府支出金

目 01 中学校管理費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

194千円 207千円 △ 13千円 199千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○施設修繕用消耗品費 ○施設用地借上料

グラウンド土及び砂場用砂、体育館清掃用オイル 弥栄中学校用地（給食棟、テニスコート）

○施設修繕料 ○施設修繕用原材料費

校舎、体育館、給食調理室、消防設備等 補修用木材等

○各種検査等手数料

貯水槽法定検査

○火災保険料

○施設保守管理等委託料（9業務）

雑木伐採、電気設備保守管理、デマンド監視、貯水槽等保守点検、

グリストラップ処理、消防設備等保守点検、学校警備、施設消毒、

給食用リフト保守点検

30千円

33千円

549千円

3,620千円

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額

01 中学校管理費

項 03 中学校費

9,148千円 10,232千円 △ 1,084千円

事
業

07 中学校施設管理事業
国庫支出金

10,330千円目
課

総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

府支出金 市債 繰入金 その他 一般財源

5 9,143

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

教育総務課

事
　
業
　
概
　
要

目
的
・
趣
旨

　生徒が安全に、安心して学校生活を送ることができるよう、中学
校（6校）施設の維持管理を行う。

主
な
財
源

200千円 1,460千円

3,256千円

財産収入 公有財産使用料 5
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○入学写真、卒業写真、卒業記念品 （参考）学校別生徒数、部活動数〈令和3年4月1日見込み〉

○学習指導等 324人 274人 302人

・学力検査、スポーツテスト（全校・各学年） 108人 122人 209人

○学習教材、教材消耗品等 14クラブ 12クラブ 13クラブ

・学習教材消耗品等 6クラブ 8クラブ 10クラブ

・学習教材冊子「京丹後市の歴史」（1年生）

○校外学習、部活動

・バス運転委託料、自動車借上料

・楽器運搬手数料（吹奏楽コンクール派遣）

・体育大会等選手派遣費補助金

17,345千円

13,985千円

60千円

3,300千円

358千円

5,833千円 丹後 弥栄 久美浜 63クラブ

6,191千円 部
活
動

峰山 大宮 網野 計

事
　
業
　
概
　
要

1,255千円

3,356千円 生
徒
数

峰山 大宮 網野 計

丹後 弥栄 久美浜 1,339人

目
的
・
趣
旨

　生徒の学力充実、向上を目指すとともに、豊かな人間性、健やか
な体づくりなど生徒の「たくましく生きる力」を育成するため、学
力調査等を踏まえた指導、副読本の活用や学習教材冊子の作成、学
校外での学習活動等を取り入れるとともに、体育大会への参加や部
活動等を支援し、教育内容の充実を図る。

主
な
財
源

28,147
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

01 中学校教育振興事業
国庫支出金 府支出金

目 02 中学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

28,147千円 37,416千円 △ 9,269千円 26,247千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○教材備品及び図書購入

○理科等振興備品購入

理科・数学教育に必要な学習教材は、国の補助制度を活用し整備する。

○楽器備品購入

○教材備品の修繕及び楽器のメンテナンス

○学校図書館図書管理システム使用料（6校）

○教材用家電リサイクル料

59千円

7千円

事
　
業
　
概
　
要

4,930千円

840千円

1,800千円

770千円

目
的
・
趣
旨

　生徒の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実させ、学力の
向上を目指すため、授業に必要な学習教材を整備し、学習活動と教
育内容の拡充を図るとともに、学校図書を計画的に整備する。

主
な
財
源

国補 理科教育設備整備費等補助金 419

7,987
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 419

事
業

02 中学校教育振興備品整備事業
国庫支出金 府支出金

目 02 中学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

8,406千円 8,538千円 △ 132千円 7,741千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○就学援助費（要保護・準要保護）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜参考＞　対象生徒数

就学援助費

【支給対象経費】

・学用品費 ・新入学学用品費 ・生徒会費 ※令和2年度は令和3年1月現在

・学校給食費 ・クラブ活動費 ・PTA会費

・医療費 ・通学用品費

・修学旅行費 ・校外活動費

※令和4年度新入学学用品費前倒し支給対象者（見込み）：42人

○特別支援教育就学奨励費（特別支援学級入級者等）　　　　　　　　　　　　

奨励費の支給額は、就学援助費の1/2

（通学用品費、医療費、クラブ活動費、生徒会費及びPTA会費は除く）

1,951千円

28人　 30人　 23人

事
　
業
　
概
　
要

21,184千円

　認定に当っては、国の認定要領や生活保護法による生活保護基準を準用し
審査する。

年度 H30 R元 R2

奨励費

162人　 140人　 136人

目
的
・
趣
旨

　経済的な理由により就学に支障をきたしている生徒の保護者を支
援するため、生活保護法に基づく「要保護者」、要保護者に準ずる
程度と認められる「準要保護者」に対し、学用品費、学校給食費、
医療費等を支給する。
　また、特別支援学級入級生徒等の保護者の経済的負担を軽減する
ため、奨励費を支給する。

主
な
財
源

国補 就学援助費補助金 97

国補 特別支援教育就学奨励費補助金 932

22,106
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 1,029

事
業

03 中学校就学援助事業
国庫支出金 府支出金

目 02 中学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

23,135千円 17,443千円 5,692千円 19,403千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費 ・部活動指導員（会計年度任用職員） 12人 （1日1時間・週5日勤務を基本）

・介護職員（会計年度任用職員） 4人 （1日7時間・週5日勤務を基本） 　部活動の質の向上と部活担当教諭の部活に係る負担軽減を図る。

・事務補助（会計年度任用職員） 1人 （1日6時間・週5日勤務を基本）

　通学支援事務補助（久美浜中学校）

・講師（会計年度任用職員） 6人 （1日7時間45分・週4日勤務を基本） ○事務費（研修資料代、旅費、校外行事等参加負担金等）

・心の教室相談員（会計年度任用職員） 2人 （1日7時間・週5日勤務を基本）

事
　
業
　
概
　
要

45,644千円

　障害等により特別な支援を要する生徒の個々の指導計画及び教育支援
計画を作成し、障害等に応じた指導・支援を計画的、継続的に実施する
ため、必要と認められる学校に介護職員を配置する。

258千円

　小中一貫教育による円滑な教育活動の推進と学校経営の安定を図るた
め、各中学校に教員資格のあるコーディネーターを配置する。

　生徒が悩みを気軽に話せ、不安を和らげ心にゆとりを持てるよう相談員
を配置する。

目
的
・
趣
旨

　生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細かな指
導に努め、円滑な授業を実施するとともに小中一貫教育の推進を図
るため、スクールサポーター（介護職員・講師）を配置する。
　また、生徒が心にゆとりを持てるよう支援するための相談員、部
活動の質の向上等を図るための部活動指導員、再配置による通学バ
ス等の事務の増加に対応するための事務職員をスクールサポーター
として配置する。

主
な
財
源

府補 部活動指導員配置促進事業補助金 2,688

43,214
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 2,688

事
業

04 中学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業
国庫支出金 府支出金

目 02 中学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

45,902千円 38,982千円 6,920千円 28,007千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○教育実践研究指定事業 ○教育研究事業負担金

・未来の担い手育成プログラム研究校

　実施校：弥栄中学校 ○修学旅行引率補助金

　実施年度：令和元年度～令和3年度（3か年）

・次世代型小･中･高連携外国語教育推進事業

　実施校：峰山中学校

　実施年度：令和2年度～令和3年度

○校外学習や体験活動、総合的な学習活動

・KYO発見仕事･文化体験活動推進事業（府補助事業：全校で実施）

・総合的な学習活動推進事業（市単独事業：全校で実施）

・和装教育推進事業（市単独事業：全校で実施）

50千円

803千円

事
　
業
　
概
　
要

250千円 83千円

200千円

244千円

目
的
・
趣
旨

　教員の指導力向上や、生徒の自己肯定感を高め未来を拓く力を身
につけるため、府の研究指定校を受けて教育実践に取り組むととも
に、特色ある教育の実践を推進するため、校外学習や体験活動、総
合的な学習活動の充実を図る。
　また、教育課題の解決に向けた教職員の研究事業に取り組むとと
もに、修学旅行における引率教員の施設入場料等に係る経費を支援
する。

主
な
財
源

府補 KYO発見仕事･文化体験活動推進事業補助金 258

府委 未来の担い手育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ研究事業費委託金 200

府委 次世代型小･中･高連携外国語教育推進事業費委託金 50

872
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 508

事
業

05 中学校教育推進活動実践事業
国庫支出金 府支出金

目 02 中学校教育振興費
課 学校教育課

一般財源

項 03 中学校費

1,380千円 1,357千円 23千円 1,230千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○報酬（委員：15人、報酬対象：12人）

・社会教育委員会議出席報酬（3回）

・その他会議出席報酬（近畿大会、府総会等）

○旅費（委員費用弁償、事務局普通旅費）

○負担金、補助及び交付金

・丹後地方社会教育委員連絡協議会分担金

・京都府社会教育委員連絡協議会分担金

○その他経費（消耗品費、燃料費、有料道路通行料、駐車場使用料）

事
　
業
　
概
　
要

354千円

144千円

210千円

65千円

36千円

65千円

56千円

9千円

目
的
・
趣
旨

　社会教育行政全般について調査・研究及び審議し、答申及び建議
を行うとともに、地域の諸課題や市民の要望を反映した社会教育事
業を展開するため、社会教育委員を設置する。

主
な
財
源

520
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

02 社会教育委員設置事業
国庫支出金 府支出金

目 01 社会教育総務費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

520千円 528千円 △ 8千円 555千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費（生涯学習課：1人）

○各種研修会、担当者会議への参加

・普通旅費

○事務費（消耗品費）

○京丹後市連合婦人会活動補助金 361千円

事
　
業
　
概
　
要

2,925千円

21千円

14千円

目
的
・
趣
旨

　会計年度任用職員の配置等、社会教育事業全般に関する事務局経
費

主
な
財
源

3,321
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

50 社会教育総務一般経費
国庫支出金 府支出金

目 01 社会教育総務費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

3,321千円 3,303千円 18千円 406千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○報償費 【事業内容】

アトラクション謝金、記念品、記念写真 　・会場 京都府丹後文化会館

○需用費 　・開催日 令和4年3月（予定）

消耗品費（案内封筒、式次第用紙ほか）、燃料費 　・対象者 平成13年4月2日から平成14年4月1日の間に生まれた市内在住者

○通信運搬費 及び市内の中学校卒業者等（対象予定者568人）

開催通知、返信用切手（新成人、来賓用） 　・内容 アトラクション、記念式典（二十歳の主張、恩師のメッセージなど）

○手数料

クリーニング手数料 　（参考）過去の出席者数及び出席率

○委託料 平成31年：539人、81.7％（対象者659人）

オンライン中継配信委託料 令和2年  ：416人、63.0％（対象者660人）

○使用料及び賃借料

京都府丹後文化会館使用料（準備、当日）、自動車借上料

事
　
業
　
概
　
要

817千円

46千円

61千円

6千円

83千円

222千円 ※令和2年は、新型コロナウイルス感染症対策のため11月に延期
　し、午前・午後に分けて実施

目
的
・
趣
旨

　大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年（新成
人）を祝い励ますため、成人式を開催する。

主
な
財
源

1,235
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

01 成人式開催事業
国庫支出金 府支出金

目 02 社会教育推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

1,235千円 1,232千円 3千円 481千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○京丹後市青少年健全育成会補助金

○児童合唱団補助金

・補助金　【団体割100千円＋人数割１千円/1人】×3団体

○地域子ども教室活動補助金

・補助金　130千円×6団体

780 千円

　地域の中で、子どもたちが健やかに成長できる安全な場所を確保すると
ともに、地域全体で子どもを守り育てる活動を支援する。

事
　
業
　
概
　
要

400 千円

　家庭、地域社会、学校等関係団体と行政が連携・協力し、青少年の健全
育成に資する為の活動・地域づくりを支援する。

351 千円

　音楽を通して自分を表現する力や社会性を身に付けるなど、豊かな心を
はぐくむ活動を支援する。

目
的
・
趣
旨

　本市の将来を担う青少年が心豊かに成長することができるよう、
地域の青少年を守り育てる活動及び団体を支援する。

主
な
財
源

府補 きょうと地域連携交付金（青少年教育事業） 400

1,131
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 400

事
業

02 青少年教育事業
国庫支出金 府支出金

目 02 社会教育推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

1,531千円 1,570千円 △ 39千円 1,570千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○使用料及び賃借料

（自動車借上料、会場使用料、有料道路通行料、駐車場使用料）

○報償費（講師謝金）

高齢者大学一般講座（43講座）・教養講座（52講座）

百才活力学園～食と健康～（仮称）（8講座）

○旅費（費用弁償、普通旅費）

○需用費（消耗品費、燃料費、食糧費）

○委託料（マイクロバス運転委託料）

23千円

249千円

414千円

事
　
業
　
概
　
要

　「高齢者大学」として、町域ごとに「学園」を設け、それぞれ一般講座と教
養講座を実施するとともに、新たに全市域を対象とし、「食と健康」をテーマ
とする「百才活力学園～食と健康～」（仮称）を創設し、講座を実施する。

439千円

2,111千円

目
的
・
趣
旨

　高齢者の社会参加を促進し、健康づくり、仲間づくり、生きがい
づくりに貢献するとともに、その知識や経験を活かした地域活動を
推進するため、高齢者の学習と交流の機会を提供する。

主
な
財
源

府補 きょうと地域連携交付金（高齢者教育事業） 1,100

諸収入 社会教育事業等参加料 900

900 1,236
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 1,100

事
業

03 高齢者教育事業
国庫支出金 府支出金

目 02 社会教育推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

3,236千円 2,850千円 386千円 2,448千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○家庭教育支援チーム事業 ○京丹後市PTA協議会活動補助金

　研究大会の開催、研修会への参加等、京丹後市PTA協議会の活動を支援する。

・子育て交流会等ファシリテーター謝金

○子育て講座等の実施

・子育て講座等講師謝金

・親子体操教室講師謝金

・消耗品費等事務費

事
　
業
　
概
　
要

　※乳幼児講座4回、就学前講座6回、思春期講座2回、親子体操教室20回

161千円

120千円

　※家庭教育支援チーム：各地域公民館に計6チーム、子育てサポーター計46人

734千円

 子どもの発達段階に即した子育て講座及び親子体操教室を実施する。

512千円 504千円

453千円

　子育てに悩みや不安を抱える親に対する子育て支援、学習機会の充実を図る
ため、子育て経験者や専門的知識・経験を持つ者などで「家庭教育支援チー
ム」を組織し、子育て交流会などの支援活動を行う。

512千円

目
的
・
趣
旨

　全ての教育の出発点である家庭教育を推進するため、子どもの発
達段階に即した学習及び交流機会の充実に努めるとともに、PTA活
動を支援する。

主
な
財
源

府補 家庭教育支援基盤形成事業補助金 824

926
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 824

事
業

04 家庭教育事業
国庫支出金 府支出金

目 02 社会教育推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

1,750千円 1,860千円 △ 110千円 1,574千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○文化芸術振興計画策定検討に関する経費 ○丹後文化芸術祭実行委員会補助金

・文化芸術振興審議会委員報酬、アドバイザー謝金（4回）

・委員等費用弁償

・文化振興に関する市民アンケート実施経費 ○小町ろまん全国短歌大会補助金

　　消耗品費、印刷製本費、通信運搬費 短歌を通した地域間交流を促進するための大会開催に対する補助金

○丹後文化事業団運営費補助金 ○京都:Re-Search実行委員会負担金

文化事業団運営経費、人件費、施設管理費等に対する補助金 【京都府アーティスト・イン・レジデンス事業（４年目）】

若手アーティストなどが地域住民との協働で制作する作品の展覧会を実施

○京丹後市文化協会活動補助金 ・事業主体　京都:Re-Search実行委員会（府、関係市町村で構成）

総合文化祭、各種文化振興事業及び事務局員賃金に対する補助金 ・事業費　8,000千円

○京丹後文化のまちづくり推進事業補助金

文化の薫り高いまちづくり推進を目的とした事業に対する補助金

50千円

事
　
業
　
概
　
要

27,000千円 2,000千円

3,500千円

※委員15人（報酬対象14人）、アドバイザー2人（謝金対象1人）

130千円

591千円 125千円

1,001千円 1,300千円

280千円 　市民のライフステージに応じた文化、芸術活動の交流と発表など、各種
展示会、発表会及び研修会実施に対する補助金

目
的
・
趣
旨

　市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができる
よう、地域の生活文化を育て、ゆとりと潤いのある地域づくりを推
進するため、各種文化芸術活動を支援する。
　本年度は、文化芸術振興計画策定に向けた検討に着手する。

主
な
財
源

府補 きょうと地域連携交付金（文化芸術事業） 12,000

22,976
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進 12,000

事
業

05 文化芸術事業
国庫支出金 府支出金

目 02 社会教育推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

34,976千円 33,975千円 1,001千円 33,475千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○人権講演会の開催

・講師謝金

・消耗品費（広報チラシ、資料用紙等）

・会場借上料

○視覚･聴覚障害者交流研修会の開催

・講師謝金

・消耗品費（広報チラシ、資料用紙等）

・燃料費

・バス運転委託料

○人権教育指導者研修会、交流研修会への参加

・旅費

・有料道路通行料

○その他経費（消耗品費）

6千円

14千円

16千円

12千円

18千円

20千円

事
　
業
　
概
　
要

168千円

63千円

5千円

100千円

45千円

12千円

3千円

目
的
・
趣
旨

　人権が尊重され、誰もが自分らしく生きることのできる社会の実
現に向け、あらゆる人権問題についての正しい理解と認識を深める
ための学習機会を提供するなど人権教育を推進する。

主
な
財
源

国補 障害者地域生活支援事業費補助金 12

府補 人権問題啓発事業費補助金 83

府補 障害者地域生活支援事業費補助金 6

148
総合計画
計画項目

22 人権を尊重するまちづくり 12 89

事
業

06 人権教育事業
国庫支出金 府支出金

目 02 社会教育推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

249千円 242千円 7千円 182千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○放課後子ども教室運営委託料（市内2か所）

（委託料の内訳：謝金相当分、指導員傷害賠償保険料、消耗品費）

実施場所：小学校の余裕教室（網野北・網野南小学校）

対象者　：当該小学校に在籍する全児童のうち、事前登録した希望者

　　　　　（放課後児童クラブ利用者も参加することが可能）

実施日時：毎週水曜日の放課後（授業がある日のみ）

運営　　：地域住民で構成する実行委員会

内容　　：自主学習・体験活動（スポーツ・工作・文化活動等）

　　　　　集団遊び・自由遊び・昔の遊び等

帰宅方法：児童のみでの帰宅又は保護者の迎えによる帰宅

事
　
業
　
概
　
要

780千円

目
的
・
趣
旨

　児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うこ
とができるよう、小学校の余裕教室を利用した放課後子ども教室を
開設する。

主
な
財
源

府補 京のまなび教室推進事業補助金 520

260
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 520

事
業

07 放課後子ども教室事業
国庫支出金 府支出金

目 02 社会教育推進費
課 子ども未来課

一般財源

項 04 社会教育費

780千円 780千円 0千円 874千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○地区公民館活動交付金 【交付金：町域別内訳】

　地区公民館活動を支援するため、活動経費及び公民館長･主事の配置経費

について、町域ごとに組織する公民館連絡協議会に交付金を交付する。

○公民館職員研修会開催（講師謝金）

○公民館総合（傷害）保険料（53館分）

＜参考＞

【交付金：積算内訳】

・地区割　　 20,000円×225地区

・世帯数割 1,400円×20,469世帯（調整後金額）

・町割（均等） 250,000円×6町

4,500千円

28,657千円

1,500千円

計 53　館 34,657千円

久美浜町公民館連絡協議会 8　館 6,219千円

71千円 網野町公民館連絡協議会 12　館 7,751千円

2,061千円 弥栄町公民館連絡協議会 5　館 3,226千円

丹後町公民館連絡協議会 5　館 3,772千円
事
　
業
　
概
　
要

34,657千円

地区公民館数 交付金額

大宮町公民館連絡協議会 15　館 6,005千円

峰山町公民館連絡協議会 8　館 7,684千円

目
的
・
趣
旨

　教育委員会内に中央公民館を設置し、地域住民の学習及び交流活
動の拠点となる地域公民館及び地区（自治）公民館を統括、支援す
るとともに、公民館関係職員の研修機会を設ける。

主
な
財
源

市債 過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債） 19,000

17,789
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 19,000

事
業

01 中央公民館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 03 公民館費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

36,789千円 37,879千円 △ 1,090千円 38,504千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○講座・教室等の実施、地域公民館事業の広報 【地域公民館別内訳】

　・報償費（講師謝金、報償物品）

　・需用費（消耗品費、燃料費）

　・使用料及び賃借料（会場使用料）

　・委託料（バス運転委託料）

○地域公民館施設等維持管理経費

　・需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費）

　・役務費（通信運搬費、手数料、保険料）

　・委託料

　　（宿日直、施設清掃、電気保安管理、丹後地域公民館施設管理ほか）

　・使用料及び賃借料（テレビ受信料、土地借上料）

　・修繕費

　　（峰山地域公民館キュービクル発錆再塗装修繕ほか）

647千円

11,236千円

290千円

433千円 合計 1,196千円 22,598千円 23,794千円

9,992千円 久美浜 117千円 17千円 134千円

22,598千円 弥栄 204千円 6,238千円 6,442千円

丹後 149千円 7,943千円 8,092千円

57千円 網野 290千円 48千円 338千円

77千円 大宮 171千円 1千円 172千円

事
　
業
　
概
　
要

1,196千円

242千円 講座、広報等経費 施設等維持管理経費 合計

820千円 峰山 265千円 8,351千円 8,616千円

諸収入 社会教育事業等参加料 60

目
的
・
趣
旨

　
　社会教育を基盤とした人づくり・つながりづくり・地域づくりを
めざして各町に地域公民館を設置し、地域の身近な課題や生活課題
等に即した学習機会を提供し、学習環境の整備・充実を図る。
　また、社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動を行う拠点
として、峰山地域公民館、丹後地域公民館、弥栄地域公民館施設の
管理運営を行う。

主
な
財
源

使用料 峰山地域公民館使用料 430

使用料 丹後地域公民館使用料 10

使用料 弥栄地域公民館使用料 10

諸収入 峰山地域公民館水道使用料負担金 177

687 23,107
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

02 地域公民館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 03 公民館費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

23,794千円 376,072千円 △ 352,278千円 35,569千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○網野地域の地区公民館施設の維持管理経費

・地区公民館管理謝金（8館分）

・地区公民館経常経費（4館分）

消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料、

通信運搬費、手数料、保険料、備品購入費

・施設管理等委託料（1館分）

管理委託料、消防設備等保守点検委託料

・地区公民館火災保険料等補助金（7館分）

・新庄地区公民館屋根工事委託料

1,950千円

1,048千円

事
　
業
　
概
　
要

5,692千円

936千円

1,268千円

490千円

目
的
・
趣
旨

　地域住民の身近な生涯学習・地域活動の拠点である、網野地域の
地区公民館を維持・管理する。

主
な
財
源

諸収入 網野、新庄公民館光熱水費負担金 293

293 5,399
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

03 地区公民館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 03 公民館費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

5,692千円 4,534千円 1,158千円 4,333千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費（地域公民館：12人） ○京都府公民館連絡協議会負担金

・社会教育指導員　8人

・事務補助員　4人 ○AED借上料（峰山･丹後地域公民館）

○公民館職員研修会、担当者会議への参加 ○その他経費（消耗品費、食糧費）

・旅費

・消耗品費（研修大会資料代）

・バス運転委託料、バス燃料費

・有料道路通行料、駐車場使用料

○地域公民館配置公用車5台分の維持管理経費

・公用車燃料費、修繕料

・登録手数料、損害保険料

・自動車重量税

144千円

28千円

43千円

1,100千円

928千円

事
　
業
　
概
　
要

32,620千円 34千円

22,526千円

10,094千円 64千円

29千円

21千円

43千円

136千円 14千円

目
的
・
趣
旨

　地域公民館配置の会計年度任用職員任用経費及び公民館運営に係
る事務局経費

主
な
財
源

33,968
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

50 公民館一般経費
国庫支出金 府支出金

目 03 公民館費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

33,968千円 34,059千円 △ 91千円 15,110千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○図書館協議会委員報酬、費用弁償（委員10人、3回） 【主なサービス内容】

○市立図書館（2館4室）の管理運営費 ・資料収集（図書･AV資料･雑誌新聞）の収集･整理･保存･貸出

・会計年度任用職員任用経費（通常業務19人、代行職員） ・レファレンスサービス（読書案内、利用者の調査研究等の援助）

・図書購入費（AV資料含む） ・閲覧、学習スペースの提供（全館、室でWi-Fi環境を提供）

・雑誌及び新聞購入費 ・図書館相互協力（府内図書館、豊岡市などとの資料の貸借）

　※「雑誌スポンサー制度」導入（ゼロ予算）により雑誌タイトル数を増加 ・国立国会図書館デジタル化資料提供サービス

・ブックスタート事業経費 ・市内の保育所･こども園、学校などへの団体貸出

・Wi-Fiルータ通信料 ・読み聞かせ、おはなし会、工作教室等行事の開催

・図書システム利用料、保守委託料 ・朗読、語りなど大人を対象にした行事の開催

・光熱水費（あみの図書館） ・保育所･こども園、学校などとの連携による読書推進事業及び保健事業など

・備品購入費（図書除菌機6台）   他課との連携による読書推進活動

・その他（図書装備用品等） ・読み聞かせボランティアの活用、育成

・市ホームページ、図書館だより、市広報紙等を通じての広報活動

2,877千円

事
　
業
　
概
　
要

1,668千円

7,967千円

1,333千円

220千円

535千円

138千円

75,165千円

51,153千円

7,980千円

1,432千円

目
的
・
趣
旨

　生涯学習の拠点施設として、市民の読書、調査研究等の要求に応
えるよう、様々な資料や情報を収集、整理・保存し、提供するため
の図書館・図書室の運営を行う。
　また、子どもの読書活動推進のため、保育所・こども園、学校、
地域、ボランティアなどと連携し、子どもから大人まで幅広く利用
者の拡大を図るための各種の行事等を企画・運営する。

主
な
財
源

国補 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金 7,000

繰入金 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症支え合い基金繰入金 500

500 67,803
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 7,000

事
業

01 図書館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 04 図書館費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

75,303千円 137,311千円 △ 62,008千円 65,237千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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開館日：毎週火曜日・木曜日・土曜日　午前9時30分～午後4時 ○旧網野郷土資料館解体工事

・工事請負費

○郷土資料館の維持管理、展示等に関する経費 ・工事監理委託料

・会計年度任用職員任用経費（資料館業務員1人） ・処理手数料（廃消火器、鉄屑等）

・謝金（郷土資料館特別展示謝礼：手機織り実演）･弁当代

・維持管理経費（燃料、光熱水費、修繕、通信費、火災保険）

・施設保守管理経費（貯水槽、浄化槽、消防設備）

・施設警備委託料

・使用賃借料（コピー機借上料、テレビ受信料）

・その他事務経費（消耗品、ごみ処理手数料）

・原材料費（体験用キット等）

○郷土資料館展示室エアコン取付工事

事
　
業
　
概
　
要

28,067千円

26,200千円

2,619千円 1,800千円

87千円

162千円

210千円

17千円

1,193千円

162千円

84千円

771千円 67千円

20千円

目
的
・
趣
旨

　郷土資料館は、市内で収集を続けてきた民俗資料等を収蔵・調
査・公開する資料館であり、来館者に本市の文化を紹介し、文化財
保護・啓発を図る拠点施設として位置付けている。
　資料館内外の収蔵資料の調査・整理を行うとともに、学校教育と
も連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて、郷土の歴史への関
心を高める役割も果たす。

主
な
財
源

使用料 郷土資料館入館料 31

市債 旧社会教育施設解体事業債（公共施設等適正管理推進事業債） 25,200

31 5,542
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進 25,200

事
業

01 郷土資料館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 05 資料館費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

30,773千円 3,132千円 27,641千円 6,865千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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開館時間：午前9時30分～午後4時（火曜日休館）

○丹後古代の里資料館の維持管理、展示等に関する経費

・会計年度任用職員任用経費（資料館業務員4人）

・窯焼き経費（謝金）

・維持管理経費（燃料、光熱水費、修繕、通信費、火災保険）

・施設保守管理経費（電気設備、浄化槽、消防設備）

・施設警備委託料

・使用料及び賃借料（コピー機、清掃用具、土地借上げ等）

・その他事務経費（消耗品、ごみ処理手数料）

・原材料費（勾玉作り体験材料、陶芸体験用粘土・釉薬等）

・展示関係経費（展示パネル印刷、旅費、有料道路通行料等）

事
　
業
　
概
　
要

11,541千円

8,386千円

35千円

1,639千円

272千円

77千円

192千円

390千円

86千円

464千円

目
的
・
趣
旨

　丹後古代の里資料館は、市内の考古、歴史資料を収蔵・調査・公
開する資料館であり、来館者に本市の文化財を紹介し、文化財保
護、啓発を図る拠点施設として位置付けている。
　また、学校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向け
て、郷土の歴史の関心を高める役割も果たす。

主
な
財
源

使用料 古代の里資料館入館料 480

諸収入 古代の里資料館陶芸教室実習料 75

555 10,986
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進

事
業

02 古代の里資料館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 05 資料館費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

11,541千円 59,601千円 △ 48,060千円 12,656千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○委託料

・指定管理者の管理運営に関する委託料

　　（運営に必要な人件費、施設の維持管理経費）

○使用料及び賃借料

・駐車場用地の一部にある民間土地借上料（518.81㎡）

・建物の所有者である公益財団法人日本ナショナルトラストへの建物賃借料

事
　
業
　
概
　
要

7,299千円

1,288千円

目
的
・
趣
旨

　琴引浜鳴き砂文化館は、本市の豊かな自然環境のシンボルである
琴引浜の鳴き砂についての展示や様々な体験事業を実施し、普及啓
発を行う施設である。
　また、世界認定されている山陰海岸ジオパークの拠点施設として
も位置付けており、他の関連地域や施設と連携し積極的な事業展開
に努める。

主
な
財
源

8,587
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進

事
業

03 資料館等指定管理施設運営事業
国庫支出金 府支出金

目 05 資料館費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

8,587千円 8,488千円 99千円 8,488千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額

- 81 -



○会計年度任用職員任用経費

・社会教育指導員　1人

・作業員　2人

○施設維持管理経費

・需用費（消耗品費、燃料費、光熱費、修繕料等）

・役務費（通信運搬費、手数料、火災保険料）

・委託料（浄化槽維持管理、消防設備保守点検）

・使用料及び賃借料（テレビ受信料、機械器具借上料）

・備品購入費（卓上ボール盤・電話FAX機）

事
　
業
　
概
　
要

6,683千円

2,817千円

2,218千円

158千円

307千円

54千円

80千円

使用料 峰山いさなごｺｰﾄ使用料 24

諸収入 太陽光発電余剰電力料 180

目
的
・
趣
旨

　親子のふれあいを含めた世代間の交流体験施設として、生涯学習
の機会を提供することにより、市民の生きがいづくり及び健康増進
を図るため、峰山林業総合センター（木工体験施設）、いさなご工
房（陶芸体験施設）、いさなごコート（屋根付ゲートボール場）を
管理運営する。

主
な
財
源

使用料 公有財産使用料 42

使用料 峰山林業総合ｾﾝﾀｰ使用料 60

使用料 峰山いさなご工房使用料 480

諸収入 峰山林業総合ｾﾝﾀｰ木工教室等材料代 30

816 8,684
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

01 峰山いさなご施設管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 06 社会教育施設費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

9,500千円 9,579千円 △ 79千円 7,756千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費

・事務補助員　2人

・作業員　4人

○施設管理運営経費

・需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料等）

・役務費（通信運搬費、火災保険料等）

・委託料（自家用電気工作物保安管理委託、草刈委託等）

・使用料及び賃借料（テレビ受信料、清掃用具借上料等）

・体験事業材料代

・備品購入費（陶芸用電気釜1台更新）

事
　
業
　
概
　
要

11,337千円

※本年度より、（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社京丹後地域本部へ
の業務委託から、市による直接の管理運営に変更する。

6,972千円

2,886千円

402千円

2,226千円

144千円

1,250千円

64千円

目
的
・
趣
旨

　活力のある長寿社会の実現に向けて、生きがいづくり、ふれあい
交流づくり及び健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図るた
め、大宮ふれあい工房（陶芸、染色体験施設）及びふれあいスポー
ツ広場等を管理運営する。

主
な
財
源

使用料 大宮ふれあい工房使用料 480

使用料 大宮ふれあいｽﾎﾟｰﾂ広場使用料 12

諸収入 大宮ふれあい工房関係諸収入 12

504 17,805
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

02 ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 06 社会教育施設費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

18,309千円 15,751千円 2,558千円 15,340千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○施設管理運営経費

・需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料）

・役務費（通信運搬費、火災保険料）

・委託料（会館管理委託料）

事
　
業
　
概
　
要

1,205千円

657千円

68千円

480千円

目
的
・
趣
旨

　網野町橘地区における生涯学習・コミュニティの拠点として当該
施設を管理運営し、地域住民の各種活動の場を提供するとともに、
施設の利用促進を図る。

主
な
財
源

諸収入 たちばな会館光熱水費負担金 317

317 888
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

03 たちばな会館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 06 社会教育施設費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

1,205千円 1,205千円 0千円 1,235千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○施設管理運営経費

・需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料）

・役務費

（通信運搬費、浄化槽法定検査手数料、火災保険料）

・委託料

（浄化槽維持管理委託料、消防設備保守点検委託料、会館管理委託料）

・使用料及び賃借料（テレビ受信料）

・備品購入費（消火器3本）

15千円

20千円

事
　
業
　
概
　
要

1,257千円

541千円

50千円

631千円

目
的
・
趣
旨

　教育及び地域の文化活動・生涯学習の拠点として当該施設を管理
運営し、地域住民の各種活動の場を提供するとともに、当該施設の
利用促進を図る。

主
な
財
源

1,257
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

04 網野教育会館管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 06 社会教育施設費
課 生涯学習課

一般財源

項 04 社会教育費

1,257千円 1,257千円 0千円 1,239千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○文化財保護審議会

・報酬

審議会（半日） 4千円×10人×3回

両丹文化財保護連絡協議会（1日） 7千円×10人×1回

・費用弁償

審議会（年3回）参集分、両丹文化財保護連絡協議会参加分

※両丹文化財保護連絡協議会

　府内福知山以北の市町の文化財保護審議会委員等が集まり、年1回研修
会を行い、講演会・情報交換を行うもの。令和3年度は宮津市が会場。

事
　
業
　
概
　
要

213千円

120千円

70千円

23千円

目
的
・
趣
旨

　市内文化財の調査研究を行い、その指定等について諮問を行う附
属機関である文化財保護審議会で、文化財の保全や活用について調
査・審議を行う。

主
な
財
源

213
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進

事
業

01 文化財保護審議会委員設置事業
国庫支出金 府支出金

目 07 文化財保護費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

213千円 234千円 △ 21千円 155千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○京丹後市指定文化財等補助金 ○指定文化財等維持管理費

・国府市指定史跡等草刈委託料（神明山古墳ほか4件）

・文化財施設環境美化委託料（竹野神社周辺ほか10件）

・文化財施設光熱水費･通信費等（丹後震災記念館）

・指定文化財施設火災保険料（旧口大野村役場ほか4件）

・土地借上料（史跡、文化財看板設置土地借上料）

※補助事業実施主体：文化財所有者（神社、寺院）、自治会等

○文化財保全･普及経費

・案内看板修繕（しわ榎説明看板ほか1件）

・文化財説明看板設置工事費（穴文殊説明看板ほか2件）

・備品購入（カメラ1台）

・消耗品費

事
　
業
　
概
　
要

2,500千円 1,094千円

　京丹後市指定文化財等補助金交付要綱に基づき、指定文化財のほか未指定
文化財の修理や保全に関する事業に対して補助金を交付する。
　一定の基準を満たした社寺建築や絵画、彫刻等といった美術工芸品、民俗
芸能に使用される道具類の修理等が対象となる。

458千円

目
的
・
趣
旨

　市内に所在する貴重な文化財を後世に残すために、修理や保全に
係る事業に対して補助金を交付するとともに、180件を超える市内
指定文化財（国、府、市指定文化財）を適切に維持管理し、看板設
置などにより指定文化財等の普及啓発を図る。

主
な
財
源

4,052
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進

事
業

02 指定文化財等管理事業
国庫支出金 府支出金

目 07 文化財保護費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

4,052千円 3,133千円 919千円 3,837千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○史跡整備検討委員会経費 ○環境維持関係経費

・史跡整備検討委員会委員報酬 4千円×15人×3回 ・網野銚子山古墳周辺下草刈委託料

・委員費用弁償（委員会参集旅費）

○銚子山古墳整備関係経費

・文化庁調査官指導旅費、協議旅費

・消耗品費

・工事設計委託料

・銚子山古墳環境整備工事費

○神明山古墳整備関係経費

・工事設計委託料

・雑木伐採委託料

・搬出路階段補修工事費

193千円

42,005千円

71千円
事
　
業
　
概
　
要

373千円 720千円

770千円

3,234千円

319千円

2,145千円

34千円

4,800千円

37,100千円

180千円 720千円

目
的
・
趣
旨

　市内に残る地域の特色と歴史を物語る重要な史跡等を、教育、観
光、地域づくりの資源として有効に活用するために史跡整備を推進
する。
　国史跡網野銚子山古墳は、史跡整備検討委員会にて史跡の保存・
活用に向け検討を進めており、墳丘部分の整理伐採及び墳丘前方部
を対象に墳丘復元・周溝表示工を中心とした環境整備を実施する。
　国史跡神明山古墳は、墳丘の保全を阻害する樹木の整理伐採及び
搬出路の補修を行う。

主
な
財
源

国補 国宝重要文化財等保存･活用事業費補助金 22,617

市債 遺跡整備事業債（過疎対策債） 20,900

2,815
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進 22,617 20,900

事
業

03 遺跡整備事業
国庫支出金 府支出金

目 07 文化財保護費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

46,332千円 31,174千円 15,158千円 46,132千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○網野銚子山古墳発掘調査経費 ○浜詰遺跡発掘調査経費

・会計年度任用職員任用経費 ・会計年度任用職員経費

発掘調査補助員（3人） 発掘調査補助員　3月（1人）

作業員（遺物整理）（1人） 作業員（現場作業）延べ6月（3人）

・協議旅費 ・消耗品費、現場ガソリン代等

・消耗品費、整理室灯油代 ・発掘調査報告書印刷製本費

・発掘調査遺構図化作成委託料 ・現場用重機借上料

・有料道路通行料 ・仮設トイレ借上料、し尿汲取料

・整理室内冷暖房機賃借料　

事
　
業
　
概
　
要

5,220千円 1,421千円

3,098千円 864千円

15千円 126千円

149千円

1,575千円 251千円

10千円 36千円

373千円 144千円

目
的
・
趣
旨

   市内に残る遺跡等の適正な保存・活用のため、開発に先立つ発掘
調査を実施して開発事業との円滑な調整を図るほか、令和元年度ま
で実施した網野銚子山古墳発掘調査の成果をまとめる整理作業を実
施する。

主
な
財
源

国補 国宝重要文化財等保存･活用事業費補助金 3,300

府補 埋蔵文化財緊急発掘調査費補助金 1,650

1,691
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進 3,300 1,650

事
業

04 遺跡発掘調査等事業
国庫支出金 府支出金

目 07 文化財保護費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

6,641千円 4,419千円 2,222千円 6,031千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○文化財保存活用地域計画策定協議会委員経費 ○計画策定委託料

・協議会委員謝金 7,000円×12人×2回 文化財保存活用地域計画策定支援委託料

・委員費用弁償（協議会参集旅費）

・文化庁調査官現地指導費用弁償

○事務経費

○専門家現地調査謝金 消耗品費、地区アンケート返信用切手代

・専門家現地調査謝金 9,000円×3人×4日

・専門家現地調査補助員謝金 6,000円×6人×4回

・専門家現地調査費用弁償

○協議旅費

文化庁協議旅費（2人×2回）

事
　
業
　
概
　
要

257千円 5,221千円

168千円

77千円

48千円

108千円

144千円

363千円

12千円

33千円

615千円

目
的
・
趣
旨

　市内に数多く残る文化財について、過去の調査成果の整理等によ
る現状把握とあわせ、新たな掘り起こしを行うことにより、市の歴
史文化の特色や課題を明らかにし、その課題解決に向け教育、観
光、地域づくり等の各分野が地域資源として文化財を有効活用する
ための指針を示す文化財保存活用地域計画の策定を行う。
　平成31年4月に改正施行された文化財保護法による法定計画とし
て令和3～4年度の2か年で策定し、文化庁の認定を受ける予定。

主
な
財
源

国補 文化芸術振興費補助金 6,165

9
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進 6,165

事
業

05 地域文化財総合活用推進事業
国庫支出金 府支出金

目 07 文化財保護費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

6,174千円 0千円 6,174千円 0千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○文化財収蔵施設維持管理経費（5か所）

十楽収蔵庫（久美浜町十楽）　網野出土遺物収蔵庫（網野町網野）

旧成路分校（峰山町鱒留）　　旧三重保育所（大宮町三重）

高嶋寮（丹後町上野）　

・光熱水費、火災保険料、草刈委託料、事務費

・収蔵施設修繕料（維持補修）

○文化財加盟団体経費

・全国史跡整備市町村協議会（全国、近畿）

・全国鳴き砂ネットワーク

○会議出席経費

国･府との協議、研修会出席旅費、有料道路使用料

鳴き砂サミット参加旅費

事
　
業
　
概
　
要

150千円

120千円

30千円

70千円

50千円

20千円

132千円

目
的
・
趣
旨

　文化財の保護と活用を図るため、郷土資料館、丹後古代の里資料
館以外に所管している文化財の収蔵施設等の維持管理を適切に行
い、また各種文化財保護関係団体の活動を推進する。

主
な
財
源

352
総合計画
計画項目

28 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進

事
業

50 文化財保護一般経費
国庫支出金 府支出金

目 07 文化財保護費
課 文化財保護課

一般財源

項 04 社会教育費

352千円 324千円 28千円 364千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○京丹後市体育協会補助金 【京丹後市青少年スポーツ協会　種目別加盟団体数】

京丹後市体育協会本部及び支部事業に係る運営補助

○京丹後市青少年スポーツ協会補助金

青少年スポーツ協会及び加盟団体の活動に対する補助

○子どもスポーツ推進事業補助金

剣　道 4 体　操 1

　スポーツ障害予防事業等により、子どもに対してスポーツを推進する事業
を行う団体に対する補助

陸　上 7 新体操 1
合　計 66

1300千円 空手道

サッカー 6 バドミントン 3 レスリング 1

バスケットボール 6 ソフトテニス 2 カヌー 1

1

野　球 10 柔　道 1 卓　球 1

事
　
業
　
概
　
要

15,727千円

種　目  団体数 種　目  団体数 種　目  団体数

3,725千円 バレーボール 11 硬式テニス 2 複合

6 少林寺拳法 1 スキー

目
的
・
趣
旨

　市民へのスポーツの普及と振興を図るため、中核的な役割を担う
京丹後市体育協会の活動を支援する。
　また、京丹後市青少年スポーツ協会の活動及び子どもスポーツ推
進事業を支援することで、青少年の健全育成と体力の向上を図る。

主
な
財
源

19,752
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

01 社会体育団体育成事業
国庫支出金 府支出金

目 01 保健体育総務費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

19,752千円 19,811千円 △ 59千円 19,364千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○スポーツ推進審議会に関する経費

・スポーツ推進審議会委員報酬（委員12人、2回）

・費用弁償

○会計年度任用職員任用経費（スポーツ推進室：1人）

○社会体育に関する事務経費

・担当者会議、大会誘致活動等旅費

・全国大会等出場懸垂幕等

・有料道路通行料

事
　
業
　
概
　
要

110千円

9千円

136千円

17千円

108千円

96千円

12千円

2,821千円

目
的
・
趣
旨

　スポーツ基本法に基づいて設置するスポーツ推進審議会を運営
し、市民の意見を反映したスポーツ活動の推進を図る。
　また、社会体育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、全
国大会等出場者激励会の開催や懸垂幕を設置するなど、優れた成績
を収めた選手を讃え、スポーツ推進の機運を高める。

主
な
財
源

3,065
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

50 保健体育総務一般経費
国庫支出金 府支出金

目 01 保健体育総務費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

3,065千円 253千円 2,812千円 444千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○スポーツ推進委員報酬（年額50千円×委員50人） ○使用料及び賃借料

有料道路通行料（近畿スポーツ推進委員研究協議会ほか）

○旅費（費用弁償、普通旅費）

・市内スポーツ指導活動及び研修等参加 ○負担金、補助及び交付金

・近畿スポーツ推進委員研究協議会参加 ・丹後スポーツ推進委員連絡協議会負担金

・京都府スポーツ推進委員研究大会参加負担金

○需用費（機関誌購読、事務消耗品費、燃料費） ・近畿スポーツ推進委員研究協議会参加負担金

・障害者スポーツ指導員養成研修会参加負担金

○役務費（スポーツ安全保険料50人分）

○委託料

市バス運転委託料（近畿スポーツ推進委員研究協議会ほか）

27千円

事
　
業
　
概
　
要

2,500千円 47千円

714千円

137千円

36千円

93千円

85千円

45千円

29千円

34千円

目
的
・
趣
旨

　市民にスポーツに関する指導及び助言を行うスポーツ推進委員を
委嘱し、本市のスポーツ振興を図る。
　また、スポーツ推進委員の資質向上のため、各種研修会や研究大
会に参加する。

主
な
財
源

3,610
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

01 ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業
国庫支出金 府支出金

目 02 ｽﾎﾟｰﾂ推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

3,610千円 3,667千円 △ 57千円 4,245千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○報償費 ○有料道路通行料

審判員謝金、入賞・参加記念品 府民総体閉会式等

※はしうど杯卓球選手権大会、ニュースポーツ交流大会

○旅費 ○補助金

府民総体閉会式及び関係者懇談会参加旅費ほか ・京都府民総合体育大会選手派遣費補助金

○需用費 ・市民総合体育大会開催補助金【9月5日（予定）】

消耗品費、燃料費、食糧費 ・京丹後チャレンジデー実行委員会補助金

○委託料 ※チャレンジデー：令和3年度は10月27日（水）に全国一斉開催（予定）

・バス運転手委託料（弥栄町文化祭駅伝大会ほか）

・市長杯中学生野球大会開催委託料【6月5日・6日（予定）】

・ジュニアカヌースプリント大会運営委託料【5月・10月】

・京丹後市民陸上記録会運営委託料【6月27日（予定）】

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額

項 05 保健体育費

6,545千円 6,312千円 233千円 5,987千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

事
業

02 地域ｽﾎﾟｰﾂ推進事業
国庫支出金 府支出金

目 02 ｽﾎﾟｰﾂ推進費
課 生涯学習課

一般財源

総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 238 62 6,245

目
的
・
趣
旨

　市民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を送ることが
できるよう、体力の向上や健康づくり等、年代や目的に応じて気軽
に親しめるスポーツ機会を提供する。
　また、市総合体育大会の開催、京都府民総合体育大会への出場を
支援する等、スポーツ人口の拡大とスポーツを通した交流機会を確
保する。

主
な
財
源

繰入金 韓哲・まちづくり夢基金繰入金 238

諸収入 ｽﾎﾟｰﾂ大会参加料 62

事
　
業
　
概
　
要

23千円 5千円

6千円 4,900千円

1,368千円

43千円

1,500千円

243千円 3,300千円

101千円

924千円

300千円

100千円
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○丹後100kmウルトラマラソン大会【9月18日・19日(予定)】 ○あみの八丁浜ロードレース大会【10月24日（予定）】

・旅費 ・市体育協会への補助金

・バス運転委託料

・実行委員会への補助金 ○その他経費

・旅費等（普通旅費、有料道路通行料、駐車場使用料）

○丹後大学駅伝【11月20日（予定）】 ・消耗品費

・燃料費

・後援会への負担金

○久美浜湾一周駅伝競走大会【11月23日（予定）】

・大会運営委託料

○京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会【8月8日（予定）】

・実行委員会への補助金

1,350千円

1,700千円

1,700千円

34千円

900千円

1,350千円

事
　
業
　
概
　
要

1,203千円 1,050千円

53千円 1,050千円

29千円

934千円 20千円

850千円

300千円 49千円

目
的
・
趣
旨

　観光分野と連携し、ジオパークの魅力を生かした各種スポーツイ
ベントの開催を支援することで、地域の一体感や活力を醸成すると
ともに、本市の魅力発信と交流人口の増加を図る。

主
な
財
源

府補 きょうと地域連携交付金（ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業） 2,400

3,886
総合計画
計画項目

04 滞在型観光・スポーツ観光の促進 2,400

事
業

03 ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業
国庫支出金 府支出金

目 02 ｽﾎﾟｰﾂ推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

6,286千円 7,672千円 △ 1,386千円 10,160千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額

- 96 -



【ホストタウン交流・オリンピック事前合宿受入】※スペイン、ポルトガル 【オリンピック応援】

○相手国との交流（歓迎レセプション、競技交流、文化交流） ○ホストタウン相手国及び京丹後市出身選手の応援

・報償費（記念品、謝金） ・旅費、通訳謝金

・需用費（消耗品、食糧費等） ・大会チケット代（カヌースプリント、レスリング）

・旅費、手数料、委託料（会場設営、バス運転） ・消耗品費、有料道路通行料、駐車場使用料

○オリンピック事前合宿受入（事前合宿、選手移動支援） 【パラリンピック関連事業】

・トレーニングキャンプ実施経費 ○パラリンピック採火式（予定：令和3年8月16日）

・大会使用艇及び選手輸送経費 ・旅費、消耗品費、委託料

・旅費、燃料費

・PCR等検査経費 ○パラスポーツ体験会

・講師謝金、旅費、消耗品費

【その他】

○有料道路通行料、駐車場使用料 77千円

事
　
業
　
概
　
要

3,216千円 204千円

7,319千円

333千円

22,331千円

11,463千円 85千円

98千円

566千円 22千円

1,309千円 745千円

261千円 625千円

482千円

目
的
・
趣
旨

　東京2020オリンピック・パラリンピックのホストタウン事業を
推進し、本市のスポーツツーリズムやインバウンドの増加、スポー
ツによる地域の活性化を図る。

主
な
財
源

府補 ﾎｽﾄﾀｳﾝ等新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策基金交付金 7,501

諸収入 ﾁｹｯﾄ販売代金 59

59 17,191
総合計画
計画項目

04 滞在型観光・スポーツ観光の促進 7,501

事
業

04 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸﾎｽﾄﾀｳﾝ推進事業
国庫支出金 府支出金

目 02 ｽﾎﾟｰﾂ推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

24,751千円 22,432千円 2,319千円 20,691千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○カヌー競技審判員養成 【ＷＭＧの開催日程】

・費用弁償（養成講座講師） ○大会全体　　 令和4年5月13日（金）～5月29日（日）

○京丹後市 令和4年5月15日（日）～5月18日（水）※調整中

○関係団体との協議等（府実行委員会、府カヌー協会等） 　・競技内容：カヌーマラソン、SUP、ドラゴンボート

・旅費 　・会場：久美浜湾カヌー競技場

・有料道路通行料

・駐車場使用料 【ＷＭＧ京丹後市プレ大会の概要】（予定）

○SUP全国大会 令和3年4月11日（日）

○ＷＭＧ京都府実行委員会負担金 ○カヌーマラソン全国大会 令和3年5月8日（土）、9日（日）

○ドラゴンボート大会 令和3年8月8日（日）

○ＷＭＧ京丹後市実行委員会補助金 ※ドラゴンボート大会は京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会を兼ねる。

・実行委員会開催経費、ウェブサイト管理運営、その他

・プレ大会開催経費

事
　
業
　
概
　
要

3,609千円

609千円

10千円

3,000千円

51千円

72千円

19千円

133千円

200千円

目
的
・
趣
旨

　令和4年（2022年）に延期開催となったワールドマスターズ
ゲームズ2021関西（WMG）関連事業を推進し、本市のスポーツ
ツーリズムやインバウンドの増加、障害者スポーツの基盤づくり、
スポーツによる地域の活性化を図る。

主
な
財
源

3,961
総合計画
計画項目

04 滞在型観光・スポーツ観光の促進

事
業

05 ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西推進事業
国庫支出金 府支出金

目 02 ｽﾎﾟｰﾂ推進費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

3,961千円 7,778千円 △ 3,817千円 7,161千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○報償費（出演者謝金） ○使用料及び賃借料（自動車借上料、有料道路通行料）

○旅費（京都府担当者会議）

【聖火リレー実施日】

○需用費（燃料費、印刷製本費） 令和３年5月25日（火）　

○役務費（新聞折込手数料、ごみ処理手数料） 【聖火リレーコース】

浅茂川	漁港内（スタート地点）～八丁浜小浜キャンプ場付近（ゴール地点）

○委託料 ※走行距離：約2.2km

・バス運転委託料（会場移動用バス運転）

・会場設営委託料（聖火リレー会場・コース等設営）

・会場警備委託料（聖火リレー会場・コース等警備業務）

・計画策定委託料（警備計画見直し業務）

1,925千円

823千円

469千円

事
　
業
　
概
　
要

80千円

6千円

114千円

70千円

3,244千円

27千円

296千円

目
的
・
趣
旨

　東京2020オリンピック聖火リレーを実施することにより、大会
の機運醸成、ホストタウン事業等の成功に資するとともに、スポー
ツ振興、地域活性化などスポーツによるまちづくりを推進する。

主
な
財
源

府補 東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ聖火ﾘﾚｰ開催補助金 1,893

総合計画
計画項目

04 滞在型観光・スポーツ観光の促進 1,893 1,917

参考R元決算額
部 教育委員会事務局

項 05 保健体育費

3,810千円 4,155千円 △ 345千円 955千円目 02 ｽﾎﾟｰﾂ推進費
課 生涯学習課

事
業

06 東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ聖火ﾘﾚｰ事業
国庫支出金 府支出金 市債 繰入金 その他 一般財源

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額 増減額
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・大宮自然運動公園トイレ水洗化工事

○負担金（下水道加入分担金）

＜参考＞社会体育施設数

テニスコートブラシ（2本）、消火器（29本）

 

4

合計 47

○使用料及び賃借料 737千円 グラウンド 18 ゲートボール場 4

特殊建築物・設備定期報告業務委託料、雑木伐採委託料、

グラウンド等管理委託料、運動公園管理委託料 R3.4.1現在

施設清掃委託料、電気設備保守管理委託料、浄化槽維持管理委託料、 140千円

○委託料（工事関連経費を除く） 15,145千円 ・久美浜中央運動公園遊具撤去工事 600千円

通信運搬費、し尿処理手数料、浄化槽法定検査手数料、火災保険料、 ・網野体育センター壁面折畳式バスケットゴール更新工事 2,200千円

事
　
業
　
概
　
要

○需用費 34,459千円 ○工事設計監理委託料・工事請負費 25,400千円

○役務費 1,428千円 ・大宮社会体育館アリーナウレタン塗り一層メンテナンス 1,300千円

自動車損害保険料 ・久美浜中央運動公園テニスコート照明用タイマー修繕工事 11,900千円

除草作業委託料、庭木剪定委託料、消防設備等保守点検委託料、

○備品購入費 229千円 柔剣道場 1 多目的広場 1

土地借上料、機械器具借上料、仮設トイレ借上料 体育館 19 テニスコート

消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費 9,400千円

諸収入 旧大宮第三小学校施設･旧海部小学校施設光熱水費利用負担金 205

市債 社会体育施設整備事業債（合併特例債） 13,300

目
的
・
趣
旨

　市民が生涯にわたって、心身ともに健康で文化的な生活を送るこ
とができるよう、スポーツ活動やレクリエレーション活動の拠点と
なる社会体育施設の維持管理等を行う。

主
な
財
源

使用料 社会体育施設使用料、公有財産使用料 403

諸収入 自動販売機売上料 35

諸収入 旧宇川中学校施設光熱水費利用負担金 366

市債 社会体育施設整備事業債（過疎対策債） 9,400

1,009 53,829
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実 22,700

事
業

01 体育施設管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 03 体育施設費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

77,538千円 52,508千円 25,030千円 58,283千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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事
　
業
　
概
　
要

○需用費 1,697 千円

・消耗品費（屋内照明水銀灯、グラウンド山土等） 472 千円

・小学校（全17校）

・中学校（全6校）

・修繕料（屋外照明水銀灯取替等） 670 千円

＜参考＞社会体育用開放施設（23校）

・印刷製本費（利用申請書） 55 千円

・修繕料（屋内照明水銀灯取替等） 500 千円

目
的
・
趣
旨

　地域の身近な施設である学校体育施設を開放及び維持管理するこ
とにより、市民のレクリエーション活動や各種サークル活動、ま
た、青少年スポーツ教室や各種スポーツ競技団体の活動等の促進を
図る。

主
な
財
源

使用料 小学校施設使用料 111

使用料 中学校施設使用料 65

176 1,521
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

02 社会体育用学校開放施設管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 03 体育施設費
課

教育総務課
生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

1,697千円 1,928千円 △ 231千円 3,296千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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・物品処分･産業廃棄物処理委託料

 

事
　
業
　
概
　
要

278 千円

・カヌーセンター管理委託料 527 千円

・施設運搬作業委託料（浮桟橋避難） 119 千円

565千円

○委託料 1,788千円

千円

・荷物運搬作業委託料（カタマラン輸送等） 644 千円

・消防設備等保守点検委託料 8

・カタマラン保守管理委託料 212 千円

消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕料 体験用SUP（3艇）

○役務費（火災保険料） 51千円

○需用費 703千円 ○備品購入費

目
的
・
趣
旨

　豊かな自然の中で、カヌーを通して市民のスポーツ及びレクリ
エーションの振興を図り、心身の健康づくりに資するとともに、本
市のスポーツ活動の拠点の一つとして地域の活性化に資するため、
カヌーセンターの管理運営を行う。

主
な
財
源

使用料 ｶﾇｰｾﾝﾀｰ使用料 500

500 2,607
総合計画
計画項目

27 多様な学びを支援する社会教育の充実

事
業

03 久美浜湾ｶﾇｰｾﾝﾀｰ管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 03 体育施設費
課 生涯学習課

一般財源

項 05 保健体育費

3,107千円 0千円 3,107千円 0千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費（調理補助8人、事務補助1人） ○備品購入費

・冷凍庫（2台）、消毒保管機（1台）

○給食調理及び施設維持経費等 ・調理機具、食缶ほか

・消耗品費（厨房用消耗品ほか）

・燃料費（ボイラー用灯油、ガス、配送車燃料） ○浄化槽維持管理委託、浄化槽法定検査手数料

・光熱水費（電気、水道代）

○その他経費（旅費、保険料、電気設備保守管理委託ほか）

○修繕料

・厨房内調理機器修理

・施設修理（浄化槽設備ほか）

・車両点検、車検修理（配送車3台、軽トラック1台）

○検便検査、その他検査等

880千円

612千円

474千円

4,800千円

1,035千円

1,632千円

事
　
業
　
概
　
要

20,521千円 2,200千円

1,600千円

3,870千円 1,312千円

140千円

10,270千円 600千円

1,600千円

目
的
・
趣
旨

　児童生徒の心身の健全な発達に寄与するため、小学校4校（網野
北・網野南・島津・橘）、網野中学校に栄養バランスのとれた給食
を提供する。

主
な
財
源

市債 学校給食ｾﾝﾀｰ整備事業債（過疎対策債） 1,600

35,844
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 1,600

事
業

02 網野給食ｾﾝﾀｰ管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 04 学校給食費
課 学校教育課

一般財源

項 05 保健体育費

37,444千円 38,714千円 △ 1,270千円 34,755千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○給食調理 ○備品購入費

・消耗品費 真空冷却器（大宮第一）

・燃料費（ガス） 業務用冷凍庫（弥栄）

・修繕料（調理機器） 牛乳保冷庫（網野南、吉野）

・手数料（備品移設手数料） 保温・保冷食缶（全小学校）

食器かご等（各小学校）

○給食調理業務委託料 （網野地域を除く13校）

峰山、いさなご、しんざん、長岡、大宮第一、大宮南 ○協議会等負担金

丹後、宇川、吉野、弥栄、久美浜、高龍、かぶと山

123千円

147,121千円

26千円

事
　
業
　
概
　
要

14,010千円 6,300千円

65千円 4,000千円

275千円 1,103千円

12,270千円 500千円

1,400千円 574千円

目
的
・
趣
旨

　児童の心身の健全な発達に寄与するため、栄養バランスのとれた
給食を提供する。

主
な
財
源

諸収入 小学校給食調理機器類貸付料 5,544

市債 小学校給食備品整備事業債（過疎対策債） 4,500

5,544 157,413
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 4,500

事
業

03 小学校給食管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 04 学校給食費
課 学校教育課

一般財源

項 05 保健体育費

167,457千円 159,919千円 7,538千円 132,384千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○会計年度任用職員任用経費 ○備品購入費

　・調理補助員：峰山中1人、大宮中2人 スチームコンベクションオーブン（丹後中）

保温・保冷食缶（全中学校）

○給食調理

・消耗品費 ○協議会等負担金

・燃料費（ガス）

・修繕料（調理機器）

・手数料（包丁研磨）

○給食調理業務委託料

3校委託／丹後、弥栄、久美浜

830千円

事
　
業
　
概
　
要

6,913千円 2,096千円

1,700千円

396千円

7,286千円

20千円

36,384千円

666千円 46千円

5,770千円

目
的
・
趣
旨

　生徒の心身の健全な発達に寄与するため、栄養バランスのとれた
給食を提供する。

主
な
財
源

諸収入 中学校給食調理機器類貸付料 1,812

市債 中学校給食備品整備事業債（過疎対策債） 1,700

1,812 49,213
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実 1,700

事
業

04 中学校給食管理運営事業
国庫支出金 府支出金

目 04 学校給食費
課 学校教育課

一般財源

項 05 保健体育費

52,725千円 46,877千円 5,848千円 39,231千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額
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○旅費 ○京都府栄養士会負担金

各種研究会等への参加・視察

○需用費

・消耗品費（衛生消耗品）

・調理研修会食材代

○手数料

・調理員等検便検査

・給食用食材細菌検査

○使用料

・有料道路通行料（視察に伴う通行料）

事
　
業
　
概
　
要

112千円 15千円

364千円

323千円

22千円

4千円

359千円

5千円

345千円

目
的
・
趣
旨

　学校給食における衛生管理の徹底を図るとともに、献立研究会の
活発な活動を促し、衛生管理や栄養面等での充実を図る。

主
な
財
源

840
総合計画
計画項目

26 未来を拓く学校教育の充実

事
業

50 学校給食一般経費
国庫支出金 府支出金

目 04 学校給食費
課 学校教育課

一般財源

項 05 保健体育費

840千円 988千円 △ 148千円 1,139千円

増減額 参考R元決算額
部 教育委員会事務局

市債 繰入金 その他

予
算
科
目

款 10 教育費 本年度予算額 前年度予算額

- 106 -



○健康づくり事業 ○食育推進事業

① 健康づくり推進員事業（第6期健康づくり推進員の育成・活動支援、 　京丹後市健康増進計画（食育推進計画）　　

第7期推進員の募集） ① 施策の方向Ⅰ「共食・朝ごはん・食事バランス」

・健康運動指導士謝金（3回）  ・食生活改善推進員の育成（調理材料ほか、会場借上料）

・医師講師謝金（1回）  ・食生活改善推進による伝達講習会（講師謝金・6支部×3回）

・健康づくり推進員活動費（3千円×48人）  ・こども園、保育所での食育指導(印刷製本費)【子ども未来課】

・消耗品費（研修会資料、募集用紙ほか）

・役務費（研修会案内等の郵送代） ② 施策の方向Ⅱ「地産地消・食文化」

 ・食文化伝承推進事業（講師謝金・18回）

② 歩いてすすめる健康づくり（チャレンジウォーキングの開催）  ・お魚料理教室（調理材料ほか）【海業水産課】

・ウォーキングチャレンジカード作成（印刷製本費）  ・子どもクッキング教室（教材消耗品）

・ウォーキングコース看板修繕（原材料費）  ・食育推進ネットワーク関連経費（郵送料）

予
算
科
目

款 04 衛生費 本年度予算額 前年度予算額 増減額 参考R元決算額
部 健康長寿福祉部

項 01 保健衛生費

880千円 914千円 △ 34千円 803千円目 02 保健対策費
課 健康推進課

事
業

01 健康づくり･食育推進事業【再掲】
国庫支出金 府支出金 市債 繰入金 その他 一般財源

総合計画
計画項目

08 生涯にわたる体とこころの健康づくり 358 522

目
的
・
趣
旨

　健康づくり推進員、食生活改善推進員の育成を行い、健康づくり
や食育の普及啓発にかかる地域活動等を支援することにより、市民
主体の健康づくり及び生涯を通じた食育を推進する。

主
な
財
源

府補 健康増進事業費等補助金 78

府補 食料産業･6次産業化交付金 280

事
　
業
　
概
　
要

282千円 598千円

18千円 52千円

29千円 108千円

26千円 14千円

17千円 2千円

144千円 146千円

27千円

21千円

216千円

60千円
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